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け
る
多
數

の

同
意
に
よ
つ
て
財
產
を
保
有
し
、多
數
の
漭
は
全

.然
財
產
を
有
し
な
い
、彼
等
は
自 

然
の
狀

.態
に
於
て
は
他
の
：者

.
i
同
等
の
權
利
を

有
す
べ

き

を

放
棄

し

た
、
彼
等
は
之
が
代
憤
，

ビ 

し
：て
勞
働
の
手
段
に
よ
り
て
他
の
考

V
J

等
し
ぐ
快
適
な
る
生
活
資

.料
を
享
有
す
.べき
權
利
が 

あ
る
こ
ち
第
三
に

.就
業
を

'與
ふ
る
權

fi
g

あ
.
4
渚
が
斯
る
業
務
を
引
上
げ
又
は
過
度
の
勞
苦 

を
遂
ぐ
る
が
如

き

方
^
及

:'

び

正

當
な

る

報
酬
を
與
へ
ざ
る
價
格
と
を
以
て
就
業
せ
し
む
る
な 

ら
ば

•彼
等
は
社
會
の

」

第
，一の
：法
則
に
背
反
す
る
.も
の
で
あ
る

こ

s

o
第
四
に
現
花
二
ュ
!
ョ
 

.
丨
ク
：市
其
他
各
地
に
於
で

.行
れ
つ
、
あ
る
時
間
制
度
は
十
分
で

f

こ
^
。

第
五
に
此
规
定 

:
に
反
す
る

-f
f
l
f主
■の
；爲

.に
勞
働
，せ
ざ
る
ベ
き

>j 

V」

等
を
決
議
し
た
。

.
此
大
會

'の
出
席
者
數
は

#
 

.ふ
る
處
に
よ
れ
ば
相
應
多
數

.に
上
つ

‘た
ら
し
い
が

’更
に
五
日
の
後
即
ち
四
月
二
.十
八
日
に
開 

催
：せ
.ら
れ
た
他
の
大

#

は
ニ
ユ
ー

•
ョ
）
ク
求
曾
有
の

.最
大
の
集

®

で、出
席
者
は
近
千
乃
至
六

_

^

ど
推
算
せ
ら
れ
、

「

入

*

し
得
ざ
る
者
街
路
に
堵
を
な
し
た

」

ど
言
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
第 

ニ
十
の
集

#

に
於
て
率
前

/5
)

同
：樣

一 .

P

十
時
間
の
正
當
に
し
て
且
つ
合
理
的
な
時
間
以
上
に
勞 

こ
ビ
を
決
議
し
、

「

五
十
名
の
委
眞
會

J

を
龃
織
し
て
反
則
者
に
備
へ
る
こ
ど
、
し
た

o
: 

:
:::
;:
あ
つ
た
か
ら
幾
何
も
無
く
ス
キ

 

'ド

モ

ァ
ー
の

指
導 

,

0
下
.に
政
治
上
の
難

®

及

：び

，：事

業

の

計

書

を

作

成

す

る

こ
ビ

に
.
注
意
を

' 
向
け
る
こ

V
J

、
な
つ 

.
た
の
で
あ
る
。

ス
キ
ド
モ
ア
ー
は
機
械
工
を
職

^

せ
る
者
で
あ
る
が
ト

f

マ
ス
•ペ
ィ
ン
の
感
化
を
受
け
た 

る
辯
證
輪
漭
で
あ
づ

::
.
.て、彼

<7
)
鼾
窬
は
ペ
ィ
ン

0-
r土
地
正
義
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t

l
 ロ
^
l

i

o
p
p
o
s
e
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A
g
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:
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せ
る
が
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あ
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分
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c
a
g
r
a
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a
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士
し
て
知

&

る
、
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が

#

時
彼
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「
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す
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潘
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市
ピ
ー
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マ
ン
街
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〇
六
番
地
ア
レ
キ
扒
ン
ダ

!

マ
ィ
ン
ダ
に
依
て
剞
厥
に
附
せ
ら

' れ
た
。
 

先
人
の
思
想
を

11
れ
ば
ト
ー
マ
ス

•
ペ
ィ
ン
ょ
う
ト
ー

マ
ス
、ス
ぺ
ン
ス
に
及
ぶ
こ
-̂
が
出
來
る 

:
ヤ
.ぁ
ら
う

)

。：
彼
の
：主
要
；

な
，
.

る
提
：
.

案
は
、財
產
の
分
配
の
不
平
等
が

.總
て
の

&

會
の
.害
惡
を
截
起 

す
：こ

W

及
び
眞
の
：
_

等
な
る
或
礎
に
立

i

T

總
て
を
や

>
9直
-す
爲
に

.
'平
等
の

.
分
配
を
行

.ふ

 ̂

一き：こ

^

で
か
つ
て
、之
が
爲

'に
州
內
に
於
け
る
總
て
の
慠
務
ど
請
求
權
ど

0 :
櫞
业
を
な
す
爲
に 

州
立
：法

,

會
.を
召
集
す
る
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
邱
财
產
は
ス

キ
.

ド

5

.

1
の
言
ふ
.處
に
據
れ 

ば」

.自
然

「

の
狀
態
に
於

T

公
民
：各
自
に
屬
す
る
權
利
を
實

«

上

1[
:

會
の
.狀
態
に
於
て
も
享
有
し 

.

.得
る
：

^

う
&

て

Q
,

成「

，年」

公

K
:に
.
分
' 配
.
せ
ら
る

>
■

の一
.
で
^

る
'0
ジ
.
3

1
デ
.
•へ
"y. 

H
/丨、工
、ハン
ス 

0「

記
：
.す
る
處
に
據
れ

「

ば
該
：：
提

:«
は
谷
種
の
全
財
産
に
對
す
る
現
在
の
所
有
客
の
權
利
が
即
刹 

消
滅
し
、現
茌
め
所
有
者
：

ょ
： .

レ
取
上
げ
た
る
州
の
全
財
産
は
國
段
的
競
賣
に
付
せ
ら
れ
、其
評

®
 

ノ_

额
一
を
州
內
に
邳

'

码
年

#

の
數
に
割

®

て
'其
割
當
部
変
■
値
だ
け
各
人
は
信
用
を
授
與
せ 

.
ら
れ
、州
の
競
賣
に
；於
不
之
せ
同

«
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_
買
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得
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こ
ふ
、
す
る
に
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つ
た
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；
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0六
年
ィ
シ

.
ダ
ラ
ン
ド
に
生
れ
十
四
歳
の

.
時.父
及
び
其
同
胞
フ
レ 

•vrv:

ジ
ジ
ク

•ウ
ィ
リ
ァ

< 

V」

共
に
ア
メ
リ
カ
に
移
往
し
、間
も
無
く

 

ニ
ュ

.—

ョ
I

ク
#
ィ
サ
カ
の

，印
刷
業
考
の
徒
免
ど
な
り
、

«
间
胞

.
v
vll
h
cに
ト
ー
マ
ス
•。へ
イ
ン
等
の
著
：書
を
研
究
し
之
に
心
醉 

す
る
に
栗
つ
た
。
然
し
乍
ら
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
•ゥ
ィ
リ
ア
ム
ー
は
一
八
三

.〇
年
ニ

ユ.
!
ヨ

丨
ク
州 

マ
ゥ
ン
ト

*
レ
バ

ノ
ン

.に
あ
る
シ

>
 

|

> 

I
共
產
圓
を
訪
ね
、後
に
^
傑
出
せ
る
圆
員

S

な
つ
た
。
 

然
る
：に

1

方
ジ
、

l

r
•へ
.:

ン

V
丨
は
終
生

#
信
.念
を

渝

：
へ
す
、

I

八

ニ

九

.
年
ニ
ユ
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ク
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ク
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:
ヮ
：丨
キ
ン
ク
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ス
、
ア

ド

ボ

ヶ

，
丨
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」

の
'主
_

ミ
り
、後に
は
土
地
改
革
に
盡
す
に

M
つたの
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0
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Carlton, 

c
r
g
a
n
F
d

:
.純
粹
の

.政
治
的
集
脅
は

;
1

月
：十
九

"

初
.め
て
前
記
の
委
員
會
に

」

よ
つ
て
間
催
せ
ら
れ
其
處 

■，に

.於
て
長
文
報
吿
書
：，？
數
：個
の
決
議
が
附

_

せ
ら
れ
た
が
、ス‘キ
ド
モ
ァ
ー
自
身
の
筆
に
成
る 

さ
|言
“

れ
'
て
ゐ
る
報
带

#

は

+

時
間
勞
働
の
間
題
に
は

’
觸
れ
な
い
で
、贫
窮

0:
,

M
因
に
關
す
る 

;:
■
ス
：
キ
士
|
>
ァ

ー

の 

'思

®
.を
：可
成
詳
し
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述
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觀
せ

.
て
概

»
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が
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賧
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救
.
.治
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に

0
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®
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:
妙

て

居
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即
ち

「

總
そ

^

類
祉
會
は
極
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に

Ha
違
つ
て
構
成
せ
ら
れ

'
て
¥

る」
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<
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内
に
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'
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治

0
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:

_
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土
地
の
分
配
が

.尠
ぐ
共
各

.家
族
問
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於
て
平
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な
る
ベ
き
こ

?

:
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勞
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遝
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治
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5

で
あ
る
。
土
地
則
產
の
平
等
に
關
す
る
规
定
が
缺
如
し
て
ゐ
る
こ
ヾ

」

，から

I®
て
貧
富
の
差

^
 

ど
兩
階
級
の
陬
別
が

.生
す
る

'の
で
あ
る
。
故
に
敗
年
に
達
し
た
る
際
に
財
產
の
平
等
な
る
儲 

額
を
谷
人
に
與
ふ
る
こ
ど
及
び
之
に
先
ち
て
公
共
の
費
用
を
以
て
食
事
、被
服
及
チ
敎
宵
を
提 

供
す
る
こ

€

を
拒
不

2
す
る
が
如
き
政
府
を
极
柢
か
三
九
字

_)

し
た
る
後
で
な
け
れ
ば
社
#
の
 

大
衆
は
現
在
苦
し
み

?

、
ぁ
る
害
惡
か
ら
救
濟
せ
ら
れ
な
い
こ

'

を
報
吿
書
に
雄
べ
て
ゐ
る

< 

此
集
會
に
次
で
十
月

:一
+

H

H
及

び

一

一

十

六H
Z

0兩
日
に
又
々
集
會
が
開
'催
せ
ら
れ
卞
院
議 

M

0

:候
補
恶
が
指
名
：せ

::
:ら
れ
，た

°

其
指
名
に
は
先
づ
，二
十
ニ
名
を
嚴
選
し
，第
ニ
囘
の
集
會
に 

於
て
是
等
の

1

々
の
名
を
小
紙
片
に
記
し
小
箱
に
入
れ
，ょ
く
搔
泥
せ
て
所
要
の
十
一
名
を
拙 

出
し
：た
。

斯
ぐ
し

.て
：：
：
當
_籤

し
'た

る

：溝

：は

機

械

エ

ニ.名
、大
工
ニ
名
、印

刷

工

|

名
、眞
鍮
鋳
造
一 

名
、
v

y

キ
エ
一
名
、稲

「

エ
'.
1
::
:名
、ぺ
ン
キ
エ

I

名
.乾
物
屋
一
一
名
、醫
師
一
名
，で
、ト

J

マ
ス
，ス
キ
ド
モ 

ァ
，
！

及

び

，
ァ

レ

キ

ォ

：
ィ

ダ

！

マ

ィ

ン

グ

交

)

も
其

^

に
加
へ
ら
れ
た
。
而
し
て
別
に
州
上
院
論 

M

の
候
猶
恶

ビ

し
て

， -
ニ
名
が
擧
：げ
ら
れ
た
。

o
o
m
m
o
n
s
,

 
p. 

2
3
8
)

;-
51
*

戰
は
短
時
日
：：で
：あ〗

つ
/2
0

囘
の

.集
#

の
後
二
週
間
、据
名
の
後
僅
に
一
週
間
し
か 

な
か
つ
た
。
而
し
て
短
時
日
で
あ
れ

ば

あ
る

だ

け

；

層

競
爭
を
激
烈
な
ら
し
め
た
か
の
觀
が

あ
つ
f

[

土
^
均
分
主
義
は

J

般
に
貧
者
の
爲
に

■富
者

.を
掠
奪
す
る
計
鐵
で
あ
る
ビ
'思

1

せ
 

;ち
れ
邪
宗
徒

f

レ

て：世
間
周
知
の
フ
ラ
ン
シ
ス

•
ラ
.ィ
ト
及
び
ロ

パ

I

卜
.デ

I

ぐ
ォ
ー
工
ン
ど 

關
肪
が
あ
る
こ
ビ
か
一
層
他
間
の

5

目
を
聲
立
せ
し
め
る
原
因

e

な
つ
た
。
牝
選
凝

1

に
次 

他
に
四
派
か
ら
候
補
者
が
擧
げ

.ち
れ
た
の
で
あ
る
が
、タ
マ
二

 

I
派
の
機
關
紙
の
如
き
は
殆
ん 

ざ
.
ヒ
ス
テ
ジ

I

的
論

_

を
以
て

r

文
明
社
會

.を
驚
倒
せ
し
む
る
主
義
に
依
れ
る
政
'黨
が
あ
ら
ゆ 

る
も
.のを
掃
避
し
つ

 

> 
あ
る

1-
ど
攻
擊
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
斯
の
如
き
熱
狂
に
も
拘
ら
ず
、又は 

熱
狂
に

ょ
P
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勞
働
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せ
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補
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す
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こ
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な
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S

せ
る
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れ
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僅
少
の
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な
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た
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た
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な
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コ
ト
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め
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年
ァ
メ
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力

に
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し

一

度

歸
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た
石
が
觅
に
數
年
を
出
ず
し
て
ァ
メ
ジ
力
南
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ょ
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陸
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メ
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發
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が
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義
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で
あ
る
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‘
ラィ

ト
は
又
非
常
に
合
稱
的
な
公
衆
講
演
を

：.な
. 

し
た
の
で
あ
る
が
瑰
卿
に
於
て
は
ァ
メ
リ
力
に
：於
け

4

.
婦

A

參
政
權
論
者
ビ
し
て
最
も
よ
ぐ

1̂
ら
れ
て
ゐ
る
。

ロ
バ

.1

ト
*,
テ
！
ル

.ォ

I H 

\

は：ロ
 

.パ

，-

-
-
-

-
エ.
.ン
の

.' 長
子
で
、ァ
メ
？
力

を
，
永
，住

：
の

地ビ

し
後
年
ィ
ン
デ
ィ
ァ
ナ
州
よ
：ぅ
國
會
議
員
に
選
出
せ
ら
れ
：な
こ

ビ

が
あ
る

)

。
 

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

2
3
9
-
2
4
0
; 

P
e
r
l
m
a
n
” p

.
r

 5 

;
w
s
r
d 

p. 

f
t 

 ̂

?

 

I
7
T
I
7
3
)

.:

.:

勞
働
者
《
言
ふ
迄
も
な
ぐ
非
：常
に
勇
氣
を
得
た
。

機

|1
紙
：.は
0

0

の
結
梁
は

「

®
等
の
合
寧 

"
的
ハ
に
期
待
し
得
る
以
上
の
こ
く
を

^

し
た
‘。

吾
等
は
將
來
の
勝

.利
に
對
す
る
路
を
間
い
た
。

苦
し

#

等
の

«

名
が
ヰ

」

a

問
早
か
つ
た
な
ら
、殆
，ん

_
ざ
'
成
功
：疑
無
：か
：つ
た
で
あ
ら
ぅ

」

ど 

記
：し
：て

.ゐ
：
る
。

而
；
し'.
_

s選

,

の
終
る

ビ

問
も
無
ぐ
次
，囘
の
選

.摩
に
對
す

.
る
*

®

に
着

^

し、
 

1

«
有
：效’な

る

i

s
及
，び

®

名
方
法
，に
就

T

此
時
よ

b
 
ニ
個
月
に

k

る
.
討
：
論
，
が

行

れ»

ぐ一一 

榈
の
成
粱
を
得
：る
に
至
つ

/2」

:—
は
各
區
集
會
率
で

.
あ
ぅ
他
は
總
會
案
で
あ

.
、̂エ
バ
ン
ス
は

. 

.前
，者に

'
ス
キ
ド
モ
ァ
，

.丨
は
後
漭
に
賛
成
し
て
ゐ
た
が

「

五
十
名
の
委
員
會

」

は
初
よ
り
ス
キ
ド
モ 

テ

'1
0

說
に
傾
い
て
ゐ
た
。

：

然
る
に
間
も
な
く
各
檸
集

.會
案
に
よ

/
る常

；；

任
委

M

X
は
谷
區
委

M

のm

出
：が
開
始
せ

6

れ
る

0

を
.見
た
。
そ
れ
は
第

十
一

區
ょ
り
第

八
區
：に

II
い
て
他
の

®
 

へに

®

次
.及

び
ノ
總

て

7\
區
又
は
九
區

に
.斯
の

如
き
委

員
の
選
出
が

行

れ
た
の
で

あ
つ
た
。
何
故 

;'
に
：闽
：結
の
間
逾
に
：就
そ

-

ス
キ
ド
モ
ァ
ー 

名
中
心

ビ

し
之
に
，

委
員

._

を
#:サ
た

る 

一_
の
有
す
る

主
義

思
想
に

對

す
る
反

'杭
に
あ
る
。

,:
多
數

Q:'

勞
.働
.者

は

，ス

キ

：ド

モ.
ァ
ー
の
財
產

.分
配

'の
計
：窬
に
反
對
で
あ
つ
た
0
尤
も
反
對
は
ロ 

;:
>

ァ
ー
ぐ

才
！

エ
ど
及
び
：ジ

ョー

デ
.
へ
ン
リ
！

エ
バ
ン
ス
の

指
揮
す
る
一
派
ど

ォー
ユ
 

ン
0

思
想

.を
恐
怖
し
ー
又
僧
：惡
せ
る
ノ
ァ
，！
ク

ッ
ク
、へ
ー
グ
ー

•
ジ
1

•ガ
ィ
ォ

ン
其

他
の

S
 

®
す 

多

J

派
ど
に
分
れ
た
ノ

 

口
':
V

I

ト
•

V

I
ル
•ォ

I

エ
ン
.は
初
ょ
ぅ

ス
キ
、ド

モ
ァ
ー
の
思
想
に
反 

*t
し
て
土
地
均

.分
_

義
夺
舍
：め
る
決
議

.が
妞
雜
で
、十
分
阻
«
せ
ら
れ
す
一
瀉
千
里
で
可
決
せ 

パら：れ
た
る
こ
ど

■

潘
餘

U

勞
働
恶
が
知
識
あ
る
友
人
か
ら
深
虛
あ
る
介
添
を
必

®
 

S
す
る
こ 

ビ

を
为
す
も
の
で
あ
，，る

vj |
i

じ
、又
' 

工
、パン
ス
は
土
地
均
分

V」

は
ス
キ
ド
モ
ァ

I

の
提
案
の
如 

.
く

す

.
る

へ

に

非

す

し

で

;-
ロ
ー
ァ
の
本
來
の
土
地
均
分
即
ち
彼
の
定
義
に
ょ
れ
ば
ロ
ー
マ
人
の
跟 

に

征
服
し
て
得
來
る
總
て

:

0
土
地
を
分
配
す
る
こ
ど

、
大
體

に
於
て
頼
似
せ

る
公
有
地
の
分 

_

&

«
を
意
味
し

な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
ビ
非
難
し
た
の
で
あ
る

。

(

o
§

3

f 

?

:

贺ニ
1

海

(

r

l

H〕

i;
;

::
^
 

メ
リ
ヵ
猛

f

勢働階級

0
政：治

嚣

繁

號
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一
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一
四
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一
八
三
〇
年
前
後
の
ア
メ
リ
ヵ
じ
於
け
る
勞
働
階
級
の
政
治
述
動
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！！

 

1

四

2
4
1
_
2
4
3
;

0
3
- 

rlton, 

P. 

8
6
〕

.

澌
る
：內
部
の
不
和
は
一
八
ニ

.九
年
十
二
月
二
十
九
日
に
召
集
せ
ら
れ
た
難
會
に
於
て

破

裂 

し
た
。

即
ち
此
集
會
は

#

*
の

委
員
會
に
解

*

を
命
じ
之
が
代

i

し
て
谷
醪
の
大
會
委
員

の 

提
出
せ
る
圓
結
計

*

を
採
用
す
る
こ

V

、
な
つ
た
。

エ
バ
ン
ス
の
記
す
る
處
に
ょ
れ
ば
會
衆 

は
ク
ッ
ク
等
の
準
備
せ
る
演
說
及
び
決
議
が
殆
ん
ざ
聽
取
れ
ぬ
曝
團
結
計
？
に
熱

^

し、スキ 

ド

モ
ア
ー
も
當
日
出
席
し
た
が
演
說
す
る
こ
ミ
を
阻
业
せ
ら
れ
た
ミ
言
ふ
こ

V

で
あ
る
。
斯 

る
集
會

.の
結
染

-:
キ
ド
：モ
ア
ー
指
導
の

.
下
に
：於
て
土
地
均
分
主
義
に
贊
成
す
る
者
は
別
：に一 

黨
，を
鈕
織
：す
る
に
至
つ
た
。
而
し
て
ス
キ
ド

e

ア
ー
は
一
月

©

々
少
數
の
知
人

ビ

尖
に

「

自
分 

の(

手
の
勞

«

に
ょ

&

て
生
：活：する
者
の
み

」
の
集
會
を
開
催
し
、二
月
に
も
又
同
樣
の
集
會
を
間 

，催
し
、別
に
其
年
春
季
ス
キ
ド
モ
ア

1

は
數
囘
に

M
一旦る

»

義
を
行
つ
た
。
然
し
乍
ら
單
に
勞
働 

.政
»

に
.於
け
る
■限

•'
£
>れ
た
る
少
數
者
の
み
が

#

想
®
政
客
ト

丨

マ
ス

•ス

キ
ド
モ
ア
ー
の
財
產 

均
分
を

.十
分
に
理
解
し
允
に
過
き
な
い
。

：

彼
は

■急
進
的
提
案
に
»
ふ
る
に
其
不
遜
な
る
態
皮 

に
i
 

>
て
勞
働
運
働
界
に
：於
て
多
數
の
强

K

を

^

ら
ざ
る
を
#
な
か
つ

‘た
.

個
人
の
性
格
の 

間
題
を
考
處
外
に

.置
一
い
て
も
排
斥
を
受
け
る
の
は
勿
論

'明
瞭
で
あ
る
。
勞

.働
述
動

ビ

洗
練
せ

られさる共

«

中
：_

士

を

結

合

せん
士
す

る

彼

の

企

は

邦

後

數

十

年

間

勞

働

運

磡

に

反

對

す
 

る

^
に
好
辭
柄
を
提
供
し
た
。

然

も

！

八
三
ニ

年
八
月
彼
の
長
逝
の
報
に
接
す

る
や
、論
敵
も 

亦
彼
の
公
明
正
大
に
し
て
中
正
不
偏
な
：る
こ

:レ

及
へ
び
-貧
漭
の
權
利
の
爲
に
敢
然

 

< 
し
て

®]
爭 

せ」

る
德
を
承
認

|,
な
い
で
は
，居
ら
れ
な
か
つ

?

言
ふ

。(

0

0

1

1 

?
 

S

—

2
3
6
0 

7

以
上

は
十
時
傾
勞

«

及
へ
び
±

地
均
分
主
義
に
闕
す

I

題
で
あ
る
が
、次
に
敎
育
に

»]
す
る 

「

州
の
：後
見

jcstate-gsrdianship) ：

の
間

S
が
あ
る

0

-

-
前
述
の
ス
キ
ド
，モ
ァ
ー
及
び
，其
一
派
が
分
離
し
た
る
が
爲
に
勞
«.政
黨
の
喪
ふ
處
は
極
め 

T
'少
數
で
あ
っ
た

0

み；な
ら
ず
他
の
方
而
で
は
却
て

«

る
處
が
あ

o

た
。
而
し
て
委
員

#

を 

懈

傲

；
せ

し

め

た

：十

：
-
月

u

十

九

：B

の
集
會
の
後
間
も
無
ぐ
各
區
に
於
て
新
し
き
總
實
行
委
員 

會

の

代

表

者

の

選

任

.が

始

ま

り

一

力

十

五

m

に

新

委

員

會

が

成

立.し
た
。
婺
員

の

總

數
は
七 

』

.：名

-T
'
'f
to
ぐ
共
五
十
名
は
賃
銀
勞
働
審
た

;t
ビ

す
る

も
技
工
で

あ
っ

た
。

15
し

て
も

1| 

實
，行

®

員
會
は
每
迦
集
‘會
し
て
熱
心
に
各
般

の
問

®

を
討
議
し
研
究
報
吿
を

重
ね
た
。
斯
く 

の
：如
ぐ
し
て
表

®

は

®

る
一
平
穏

'無
事
に
莴
事
が
進
行
し
て
ゐ
る
ど
思
は
れ
た
の
で
あ
る

i

 

も
な
ぐ

£

.

の
內
剖
に
は
依
然

<£
し

て

ニ

派

の

耷

龙

が

あ

つ

た

こ

V
J

が
明
白
に
な
つ
た
。
勿
論 

第

亍1

卷

C
!

 

I
l
l

五)

：

一

八一 !1〇

年

前

後

の

ァ

メ

リ

ヵ

於

け

る

勞

働

階

級

の

政

治

運

動

笫

九

號

7
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二
十一

溜
：

(

1
< 

l
l
r
c

丨
;

l
A
H
o
雄
前
後
の

.ア
メ
リ
.ヵ
1:
於
^
石
勞
働
赠
級
の

.政

.治
越
勋
 

笫
九
號 

I

六 

典
何
れ
も
ス
キ
ド
乇
ァ

I
及
び
其
主
張
す
る
土
地
均
分
主
義
に
反

'對
す
る
も
の
で
あ
る
が
、.一
 

方
‘は
：
敎

：育

に

侧

すhる「

州

の

後

見」：

を
0

心
に
主
張
し
、他

の

|

方
は
此

ff
l
v想
#
に
提
案
激
に
颍
カ 

反
對

.し
た
。

: :

;
少
年

y

對
す
：—

る「
攔

«

に
よ
る
平
等
の
食
事
、被
服
及
.び
敎

«
に
關
す
る
要
求
は
初
も
五
十
名 

の

*
員
會

J.

の
報
告
に
：上
つ
た
の
で
あ

る
が、此
思

想
は
ス
キ
ド
モ

ァ
I
の
劍
成
せ
る
處
に
非
す 

し
て
ぺ
ス

タ
ロ
ッ
チ
，の
德
カ
者
エ

マ
ヌ
エ
ル
.フ
ォ
ン
少

V

ン
ン

ベ
ル

グ
の
經
營
せ
る
ス

ィ
ス

. 

ホ
1

フ
，ソィー

グ
の
學
既
に
於
て
敎
育
を
受
け
た
ロ

ぐ,
1

ト
.デ

I

ル
，ォ

I

エ
ン
に
出
づ
る
の
で 

あ
る

。

' 彼
は
此
ー
敎
：
w

法
に
よ
つ
で
個
人
の
德
性
ビ
社
#
の
進
步
向
上
が
期
せ
ら
れ
る
ざ
な
し 

M

.

つ
二
ュ

!

、ノ

丨
モ
二

 

I
に
於
け
る
共
產
村
の
失
敗
は
彼
の
父
ロ
、パー
ト
•ォ
ー
エ
ン
が
丑
吊 

志
—

加
せ
る
前
：に

«

成
せ
：
.る
非

)1
|
1
:食
的
性
墩
の
重
要
性
を
看
過
せ
：る
こ
ど
を
認
め
、斯
る
性 

癍
は
合
理
的
敎
育
制
度
；に
：よ
り
て

|
の
み
匡
疋
し
得
：る
の
で
あ
る
ど
信
じ
て
ゐ
た

' 

即
ち
彼

-

s

 

身
の
ホ
彳
フ
ク
ィ

.1

ぐ
の
經
驗
ふ
後
年
に
於
け
る
ニ
ュ

I

ノ

1

モ
二
ー
の
失
敗

V
J

に
鑑
み
て 

.所
！1

後
：見の
制
度
ね
：る
新
敎
育
制
度
を
生
張
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
ォ
ー
エン 

I

派
の

®
求
す

る
.處
は
：チ
女

に
對
し
公

#
に
ょ
る
平
等
の
敎
育
の
み
な
ら
ず
平
等
の
食

^
及

4

被

服

を

與

ふ

る

州

立

I

f

雜
？

る
に
零
た

。

.彼
等
は

霞

の

學 

丨
.

|

る
不
完
|
:
あ

る

色

 

ょ
る
必

f

力
：說
し
た
，

此
制
度
に
於

®
 

ぐ
見

S

て
の

A

々
が
經

f

負
；
■

す
る
國
民
學
交

ビ 

f

、其
處
に
於
て

I

,

せ

f

.こ
ふ
は
恥
辱
に

t

ず
し

,

名
攀
で
あ
る
に

f

で
;
;

ら 

ぅ

ノ

言
は
れ
る

。~ 

?

 

d
此
制
度
の

l

i

す
る
處

2

.
 

f

被
服
，

,
の，供
給

で

あ
つ
て
、之
 

に
ょ
つ

'
.て
贫
し
き
親
：達：，

i

離
も
其
子
女
を
學
校
に
遺
る
こ
士
が
出
來
る

Q

で
あ
る
ご
之
，

/

對 

I
.

て
>
 

;

I

派
は
極
力

S

育

^
 ̂

っ
5

1

氣

I

 
土
地
均
分 

I

I

斤
せ

,

れ
f

前
_

 

S

し
て
ゐ
た
。
十
二
月
二
十
九

,

の
集
會
に
於
け

h

 

;.
II
'^
ス
キ
丨
モ
ア
ー
の
土
如
均
分
主
義
に
の
み
反
抗
す
る
爲
に

®

つ
た
の

I

る
？
ォ
ー
工 

;'
'

-:
:
|イ
敎

〜
)

ゐ
る
ヵ
ク
ク

I

派
は

^

に
そ
れ
の
み
な

v

b
ず
ォ
ー
ュ
ン
の
主
義
に
も
反
抗

.. 

す

‘ 

_
:
の
，で
ォ
る
ヒ
し
て
ゐ
る
而
し
て
'此
兩

«

は
：
何
：
れ

も

機11
.紙
を
有
し
，共
に

W

丰
張
の 

宣
”傅

に

カ

を

だ

て

ゐ

セ

ク

ッ

ク

一

派

の

據

，れ
る
は

H

刊「

イ
ブ
一
一
ン
ダ
•ジ
ャ
ー
ナ
ご
で
あ 

ヵ
ォ
ー
 

h 

1

.
派
の
機
顧
は

「

デ
イ
リ
！
セ
ン
テ
ィ
ネ

f

稱

し
た
。

f

 

?
 

f

，

P
e
r
l
m
a
n
,

 

p
p
.
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6
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メ
1

に
於
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働
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卜
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C
l
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ニ
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1
八
三
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前
後
の
ァ
メ9
ヵ
1
1於
：け

る

勞

：働

階

級

の

政

治

^
動

 

第
九
.號

 

一
八 

‘
'
'ォ
ー
丄
ン
及
び

«

«

,*
.の
同
志
は
運

®

の
中
心
を
な
す
の
で
あ
る
が
、ォ

I

エ
ン
は
一
八
ニ

. 

九
年
の

■

擧
以
前
か
ら

「

産
業
保

_護
及
國
尻
敎
育
促
進

®

會」(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

 

for 

t
h
e

 

P
r
o
t
e
c
t
i
o
n 

o
f

 rn- 

d
u
s
t
r
y

 a
n
d

 for t
h
e

 

p
r
o
m
o
t
i
o
n

 

o
f

 N
a
t
i
o
n
a
l

 

E
d
u
c
a
t
i
o
n
〕

を
組
織
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
此
協
會
は 

萁
後

「

.公
衆
に
對
す
；る

|
1顧」

ど「

立
法
部
に
對
す
る
請
願
書

」

を
採
用
し
た
。
後
者
に
は
ニ
千
名
以 

上
に

•達
す
る
公
段
の
縣
名
が
あ
つ
た

ブ
レ
言
は
れ
、先
づ
十
萬
ド
，
を
投
じ
て
其
理
想

i

す
る
學 

校
ん

.

.試
驗
的
に
州

^:
中」

央
部
の
何
處
か

a

設 

て
®
干
の
子 

女
を
收
容
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
其
外
此
協
會
は
：協
會
の
目
的
及
び

u

ュ
 

丨
•ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
從
來
の
敎
育
制
度
に
代
て
州
後
見
の
下
に
於
け
る
敎
育
制
度
を
採
用
ず 

る
こ

€

の
急
務
な
る
こ
マ

」

を
述
ベ
た
廻
章
を
市
內
の
各

^
!體
に
頒
ネ

L

た然し备等の述
 

I

は
決
し
て
多
大
の
成
功
を
次
め
た
も
の
ビ
は
言
ひ
雛

.い。
其
一
部
の
原
闽
は
非
宗
敎
的
意 

見
に
對
し
て
痛
擊
を
受
け
た
ロ

 

\

丨
ト

.、デ
ー

,

•ォ
ー
エ
シ
の
名
が
あ
る
爲
で
あ
つ
た

「

一一
-
! 

ョ
1

ク
活
版
組

合』 3
e
w

 

Y
o
r
k

 

T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l

 

s
o
c
i
e
t
y
)

 

i
稱
’す
る
親
方
幷
に
職
工
の
組
織
せ
る 

ソ
鈕

合
は

斯
の
如
き
敎
宵
計

S

は
全
く
空
想
的
で
あ
る
こ

V
J、S

己
の
組
合

0

目
的
本
質
及
び
理 

®
 

4
オ
1

エ

ン
の
球
る
處
ミ
全
然
相
容
れ
ぬ
も
の
で
あ

る

こ
€
等
を
囘
答
し
て

ゐ
る

が
、11
に

ォ
ー
ラ
ン

ビ

フ
ラ
ン
シ

:'
;:
ス
.
ラ
ィ
ト
は
何
れ
も
苛
酷
な
る
*
迫
の
下
に
多
勢
が
每
日
帅
吟
せ
る 

:

f
コ
.ッ
ト
ラ

-

ド
よ

‘

來
し

s

f

る

限

度

に

於

て

享

f

る
民
衆
の
眞
中
に 

«

て
自
ら
民
»
平
等
の
選
ガ
で
あ
る

>
■稱
し
て
ゐ
る
等
の
攻
擊
を
加
へ
て
ゐ
る

V

哳
る
司
答 

ぺ
を
活
版

&

合
か
送

‘

に
就
て
は
必
す
し
も
組
合
員
が
全
會

.
1

致
で
賛
成
し
た

Q

で
は
な
か
つ 

i

反
對
潘
は
多
ぐ
解
職
せ
ら
れ
る
こ
ふ
を
惧
れ
て
反
對
の
意

f

示
さ
な
か
つ
た
に
過
ぎ 

^
 

M
 

^
 

T 

#

0

1

^
 

 ̂

^
 

f
f
i 

L 

T 

 ̂

此
活
版
，細
合
の
反
對
に
對
し
て
一 

I

於
て

.ぺ
ン
キ
エ

_

合

J

1

エ
ン

0

宗
敎
上
の

S

に
は
不
賛
成
で
あ
る
が

i

育
制 

&

に
は
同
意
し
た
の

.で
あ
つ
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

2
4
$
M2

5
.IV

ぐ
以
上

の
资

き
'宣
傅
は
雜
で

「

勞
働

政

黨」

に
よ
ぅ
て
行
れ

た
の
で

な
ぐ
て
獨
立
せ
る
圈
體
に
よ 

ぅ
て
ネ
ネ
ナ
士
云
は
れ
て
ゐ
る
。
勞
働
政
黨
ど
し
て
は
州
後
見
の
敎
育
制
度
が
特
に

重
要
で 

あ
：る：の
で

.
は
な

か
つ
た
。ふ
，

十
二
月
：二

 
i

 

H
の
集
會
.の前
に
於
で
敎
育
に

響

る

決

儀
が

通 

過

び

に

州

f

の
f

 

S

S
ネ
は
ゐ
な
い
。
機
關
紙

「

ク
ソ
ー
キ
ン
グ

4

ン
ラ 

r

丨
，ォ
ヶ

I

ト」

も
取
に
雜
へ
て

0

渚
が
牟
等
に
通
學
し
得
る
敎
育
制
度
に

好
意
を
有
す
士
宣
言 

せ
る
に
過
ぎ
ず
•又

一一
十
九
日

0
集
會
に
於
て
も
貧
富
の
子
弟
を
區
別
な
ぐ

一
堂
に
收
容

す
る 

部
二
1

1
怨 

' 

0
^

T

第九號
 

一

m



第
一1

十1

卷

(
1
1

三
9

1

八
三
〇
年
前
後
の
ア
メ

 

m

於
け
る
勞
傲
階
級
の
政
治
連
動

 

第
九
號 

ニ
0

敎
育
制
度
を
要
求
.す
な
決
議
を
通
過
し
て
ゐ
る
が
別
に
平
等
の
食

»

，、
し

.平
等
の
一
被
服
を
一
要
求

. 

し
て

は
ゐ
な

K

故
に
勞

働
政
黨
が
如
何
な

る
敎
育
制
度

を」

推
' 獎
す
る
.か
是
等
の
決
議
に
於 

:̂
は
明

0

P

な

い
。

.然
る

0

ォ
h

エ.ン

の一如
き

熱
誠
U

る
闘

*

を
得
.
て
學
寮
制
度

.か
衆
人
の
，
 

興
味
の
中
心

:̂
な
：り

,1
一.;'
,
八t

l
:

九
年
十
一

i

月
改
造
後
み
政
難
は
此
敎
育
.問
題
に
就
て

七

名
の
特

. 

「

別
委
員
を
任
命
し
た
の

で
..
;ぁ
る
が
、爾
來
殆
ん
.ざ
五
個
月

0

間
此
委
員
會
に
就
て
は
何
の
消
息 

を
得
ふ
れ

«•
か
つ
た
。
然
る
に
間
も

な

ぐ
コ
r

ィ
リ
ー

•
セ
ン
ー
ス
ィ

ネ

ダ」

は
子
：女
に
對
す
る
平
等 

:

Q

食
：事
：及
：び
：被
服
の
、要
求
を
せ
ざ
る
敎
育
上
の
州
後

.見
制
度
を
主
張
す
る
數
篇
の
論
文
を
刊

. 

行

し
^

0

-,.
是

等

の

論

文
は
，，大
に
世
間
の
注

*

す
る
處
ヾ

」

な

办
、各
地
に
：於
け
る
數
種
の
勞
.働
新 

_

に
も
：轉
載
せ
ら

.れ
：た

V
.

へh
 

,.各
地
に

•

於
け

♦

言
鄭
及
び
：新
聞
の
好
意
ぁ
る
態
度
に
も
拘
ら
す
、多
數
の
勞
働
潘
は
學
觀
制 

パ
度
ゼ
好

*

公
有
ビ

「

.«
:
:ぃ：こ
：ぐ

」

：が
間
も
な
く
明

V」
な
.つ

た
。

而
し
て
其
主
要
な
る
攻
擊
は
此
制 

:
度

0'
;
下
に
於
で
ば

«'
子
錢
分
離
す
る
こ
ミ
を
條
儀
な

<

ゼ
»

b

る
、
こ
ざ
で
あ
り
ま
た

il
L

の
m
 

論
は
子
女
の
敎
育
を
，自
；

bi
行
は
：む

.vj

す
.
る
著
は

■州
の
敎
靑
制
堞
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る

m
 

稅
の
分

|«
を
强
制
せ
ら
れ
ざ
る
べ
き
こ
ヾ

」

で
あ
つ
た
。
然
ら

 

'ざれ
ば
未
だ
十
分
成
熟
せ
ざ
る

年
齡
に
於
て
制

»

す
'
る
こ
ふ
を
獎
働
し
、用
捨
な
く
觅
つ
先
見
も
な
ぐ
親
た
る
漭
の
義
務
及
び 

實
任
を
多
數
に

M

擔
せ
し
む
る
こ
ビ
、
な
る
で
あ

6
 

5
 €

主
張
せ
ら
れ
る
。
此
非
難
に
は
子 

女
一
人
に
利
き

|年
々

»

守
の
小
額
の
费
用
を
親
が
負
擔
す
る
制
度

く
し
す

る
こ
ご
を
以
て
之
に 

. '
應
へ
な
然
る
に
：释
も
"有
力
な
る
非
難
は
舊
來
の
政
黨
政
治
家
及
び
勞
働
政
黨
反
對
者
ょ
ぅ 

^

つ
た
も
の
で

.

#
後
見
の

_

虏
は
ラ
ュ
！
ぐ

I

モ
一
一ー

に
於
て
試
ら
れ
た
る
財
逄
の
共
有
を 

實

行

す

る

計
#

で
あ
る
W」

な
す

」

' 

S

で
あ
つ
た
。(

c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

2
5
T
-
2
5
i

 

*

_

然
る
に
總
實
行
委
員
會
に
は
敎
育
に
關
す
る
#
別
委
員
會
か
ら
漸
ぐ
に
し
て
ニ

® ？
の
報
吿 

:«
r
力
提
出

.せ
ら
れ
た
。
少
歡
報
背
書
は
州
後
見

■，の
剃
度
.を

®

り「

セ
ン
テ
ィ
ネ
ル

」

其
他
に
於
て 

te
に
：公

に

サ

ら

れ_旦

：っ
.
ォ

ーH

の
筆
に
成
る

' 
ヒ
言
は
れ
た
る
敎
育
に

關

す

る
論

說

の

轉

載
 

又

は

：拔

傘
.で
多
數

|«
告
霞
は
主

V」

し
て
之
が
攻
擊
で
あ
っ
た
。
是
等
二
稱
の
報
街
書
を
变
け 

/2」

る
總
實
：行
娄

».
會

は

、
少

數

報

哿

書

に

は

一

顧

を

も

與

へ

ず

、
こ

十

五

_

對

こ

十

票

に

て

多

數
 

.!*
吿
德
に
賛
成
し

^

。
;
然
し
乍
ら
多
：數
報
吿
書
：は

.
猛
^
な
る
反
對
な
ぐ
し
て
採
用
せ
ら
れ
た 

0

で
は
な
い
。

.
之
_
が
反
對
者
は
即
刻
ニ
十
五
名
の
行
動
に
對
し
：て
抗
議
し
市
民
大
會
を
開

®
 

す
ベ
き

；

:
し，/
C

要
永
す
る
；扩
議

4
_を
實
行
委
員
中
一
一
十
九
名
の

.署
名
を

#

て
公
に
し
た
。
然

第1
1
1
1

離

：(

 

T

I
三
一〕

..
一

八】

6

年
前
後
の
ァ
メ

1
1
1

於
け
石
勞
働.階

級

の

政

.
治

連

動

第

九

號

ニ

一



笫
'ニ

十

( 

一
 

一
H
Z1
V

一
 

八
三
〇
年
前
後0
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
勞
.働
階
級.の
政
治
運_
 

第
九
被 

一三
 

る
に
翌
日
の

『

ィ
ブ
チ
ン

.

.

.ダ‘
ジ
ャ

1

ナ
ル

」

^

は
多
：數

.報
骨
書
を
：擁
謙
し
少
數
報
费
書
は
秩
序

k
 

&
规
を
素

^

も
の
で
あ

る
：ビ

言
ふ
論
文
を
，同
じ
く
三
十
七
名
の
擧
名

シ
JH
T
揭
载
し
、同
時
に 

杭
；
®

書
に

®

名
し
た
：者
四

'名
か
：ら
大
會
開
：

«

を

，取

消

す

旨

の_證
：«

を
も
公

.に
し
た

U

之

に

；
對 

し
て

抗

議
#

の
擧
名
者
は
其
日
'の
中
に
來
る
ニ
十
六

日
午
後
八
時

' 
ょ
.り
大
會
を
.開
催
す
る
旨 

全
市
に
貼
.紙
を

^

て
®

吿
し
た
，然
る
に

「

ジ

ャ
I

ナ

iK

派
.は
同
日
同

*

に
.
於
て
七
時
ょ
り
勞
.働 

者
大
食
を
開
催
す
る
一
皆
同
：じ

.く
貼
紙
を
以
て

.
M
货
し
た
。
故
に
當

'日
の

.
夕
刻
に

.
は？

ャ

1

ナ
 

は
勿

^

セ
ン

X

ィ
ネ

\」

も
之
に
對
抗
す
る
爲
に
大
會
は
七
時
に
開

'會
の
旨
を
報
じ
て
ゐ
る
、
 

而
し

.て

.愈
當
日
定
刻

i

な
へ
る
や

-—
ベ
ン
ゼ
ダ

•
ス
f

ド
が
議
長
ど
な

' り
ニ
十
五
名
を
,
«
す 

る
：決

_

を
通
過
し

.：て
閉
；會
す
：る
，や
ニ
十
五
名
龃
が
ガ
ィ
ョ
ン
を
，議
長
に
推
し
會
議
を
遺
直
し 

::

た
の
で
あ
つ
た

。

' 然
し

^

第
二
次
の
會
«
の
模
樣
は
兩
派
共
其
報
導
に
非
常
な
相
興
が
あ
つ 

，て，
正
破

に
知

る
こ

i

が
：出

^

な
い
が
，其
相
互

.

.に
烈
し
ぐ
抗
锇
し
た
.こ
ど
は
十
分
推
察
す
る

こ
 

V」

が
出
來
る

o (
c
o
m
m
o
n
s

 
ぐ pp. 

25 

3
_
2
5
o\)

'

斯
く
て
兩
派

0

間
に
；
C

U
く
激
烈
な
る
杭
爭
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
ク
ッ
ク
派
は
前
に 

述
ベ
た
如
く

「

イ
，フニ
ン
グ

•
ジ
ャ
ー
ナ
ル

」

、オー

H

ン
派
は

「

デ
イ
ジ

!

セ
ン
テ
イ
ネ
ル

」

及
び

-1
ク
ソ

、——

，キ
ン
ダ

.
マ
ン
ス

.
ァ
ド
、ボ

ヶ

ー
ト」

に
摅
と
而
し
て
總
實
行
委
鼻
も
谷

ニ
派

に

•?
>

れ
、
一一
個
の
獨 

■:
■

立
せ

'る：委
員

#

が
存
在

^V

る
有
様
を
呈

し

た
V

即
ち
六
月
初
句
所
謂

_

實
行
委
員
會

が
.開
催 

せ
ら
れ

|

切
ォ
丨
ユ
ン
派
即
ち

「

セ
ン
テ
ィ
ネ

5

派
を
除
外
し
將
來
是
等
の

.
委
員
ヾ

」
全
然
政
治 

的
碑
係
を
斷
つ
こ
ビ
を
宣
言
し
た
。
然
る
に
之
に
對
し
て
ォ

ー

工' 

ン
派
は
問
も
な
ぐ
各
區
の 

自
替
委
員
及
び
：一

:

般
_

民
を

»
.請
し
て
集
會
を

.開
催
し
一
一
十

.五
名
觀
が

「

職
エ
及
び
勞

«

赉
政
：
 

m」

を
分
裂
せ
し
め
十
一
一
月
一
一
十
九

'
|3
採
用
せ
る
黨
則
及
び
綱
領
に

/x
し
た
る
を
攻
擊
し
た
。

:
而
し

.て
此
ニ
派
の
：

»
:カ
，，
の

.試
驗
，は
第
五
區
に
於
け
る
七
月
の
市
參
事
會
員
®
時
選
擧
に
於
て 

;:
行
れ
る

こ
マ

」

、
な
つ
た

:0
此
迦
擧
に
際
し
て

r

ジ
ャ
丨
ナ
ル

」

派
は
ア
ン
ソ

二
！
ラ
ン
ブ
を
•「

セ
ン 

.一-ス
ィ
ネ
ル

」

派
は
ク
ィ
リ

ァ

ム
.
ソ
I

ベ
ン
ス
を
候
補
者
に
立
て
、タマ一一

ー

鐵
も
候
補
客
を
立
て 

/

る

が

故

に

ド

パ

立®

V」

な
.

^
其

^

果
ラ
ン
ブ
が
七

^

十

七
M

に

て

當

，：選

し

次

點

タ

マ

二

ー

鐵
 

は
六
足
十
七

M

を

得

、
而

し
て

ソ

f

ベ
ン
ス
は
四

]?
四
十
五
舉
を
得
た
の
，み
で
あ
つ
た
。
然
し 

:

乍
•ら「

セ，ン
テ
ィ
ネ
：

-

派
の

#

禀
は
分
，裂
前
に
比
し
て
增
加
し
て
ゐ
る

.
の
で
あ
つ
て
、之
は
恐
ら 

〜

同
：派が

.舊
來
の
黨

«

の
：大
部
分
を
維
持
し

「

ジ
：ャ
ー
ナ
ル

」

派
は
新
に
加
入
せ
る
漭
を
得

’
た

^
 

で
.あ
る
ら
し
い

.。
两
し
て
州
內
の
他
の
個
所

.に
於
て

|

辰
.
夫、職

.エ
：及

.び

.勞
働
者

』

は
.殆
.ん

W

普

.

:
5
.
1
i
卷

(1:-1三
6
'
:
:
1

八
.三
：〇
年
前
後
の
ア
メ

I
L
L

於
：け
る
勞
働
階
級
の
政
治
.凝

.

笫
九
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二
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二
，十
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卷

(
一

1
H四〕

：
ニ八三〇年前後

_のアメ

9
カ
1̂
於
け
る
勞
働
龄
級
の
政
治
連
她 

第
九
狨
.

ニ
四

遍
的
に

「
ジ
ャ
丨
チ

^」

派
に
味
方

^「

ト
：ロ
.
：イ
に
於
け
る
黨

「

の
實

.行
：委
鼻
は」

1
ユ
!

ヨ
ー
ク

.市
0
 

委
：員
會
に
於
け

 

'る多
數
；の：動

.®

に
«
«
す
る
こ
ヾ

」

を
決
幽
し
、各
地
に
於
け
る
多
數
の
新
，聞
も 

又
同

•様
の
方
向
に
べ
進
む
だ
。

僅

：に
此
間
.に
於
て「

セ
ン
テ
ィ
ネ
ぎ

|&

に
加
»
す
る

も
の
は
フ
ィ

ーフ

.デ
ル
：フ
ィ
ア
の

「

メ
力
ニ
ッ
ク

.
ス
♦
フ
ジ
！
ブ
レ
ッ
ス

」

バ
フ
ァ
ロ
 

I

の「

ク
フ

I
'
キ
’
シ
ダ
‘
マ
ン
ス
•ブ
レ
ッ

テ
ィ
ン」

及
.
.び
.

V

ネ
シ
ト
の

「
レ「

>

ブ
.リ
カ
ン

」

に
過
ぎ
：
9

つ
た
。
尙

.此
南
，派
は
主

«
に
於
て
重
要 

な
る
相
興
が
ぁ
る
の
一
み
で

」
一
な
ぐ
個
人
的
反

'感
幷

P 
0

成
政
黨

ざ

の
合
併
に
.腿
す
る
政
策
の
相 

へ
.興
等
に
よ
つ
て
妥

«
す
る
.に
ビ
は
到
底
不
可
能
で
ぁ
つ
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
、
pp. 

2
5

00- 2
6
0
;
nadtcn, 

- pp. 

-73

上 74)

:.
農

夫

、
職

工
.及
び
勞
働

«

.の
®l
體
は
間
も
な
ぐ
ニ
ユ
!
ヨ
丨
ク
州
各
地
の
小
都
會
に
於
て
簇 

ド
出
し

.た
。
即
ち
，オル

,:
.パ
ヰ

ー

に
於
て
は
ニ
月
初
よ
り
職
土
双
び
勞
働
渚

.が
結
黨
め
準
備
的
會 

合
4>
な
“

、四
月
に
そ
の
放
立
を
覓
，ト
ロ
イ
に
於
て
は
之
よ
り
稍
後
れ
で
ー
ー

「

>1
1

*

以
來
同
#
に
 

結
黨
す

名u

ビ

、，な
ぅ
、

其
他
口

.
チ

エ

ス
タ

ー
，
ユ
テ 

< 
カ
.シ
ラ

キ
ウ

ス
及
び

「

其
也
の
小

1!
5

會
-に
 

於
：
X

も
同
機
の
運
動
へ
が

la
も
*

く
續
出
し
そ
れ

〜

四
月
に
は
具
體
化
す
る
に
至
つ
た
。
-而 

し

て

I

八
三
〇
年

"

春
：：

に
.施
，行
せ
ら
れ
た

る
地
方
選
擧
戰
の
結
果
は
.勞
働
者
に

非
常
な
る
刺
戟

を
與

;<
\
.サ
'
リ

ナ

.(
:

淤
て
も
ト

.
ロ
イ
に
於
て
も
又
オ
ル

パ

二 ー

に
於
て
も
彼
等
の
指
名
は
多
大 

の
成
功
を
收
め

^

0

勿
論

*

勝
利
の
旅
因
は
飩
成
政
黨

ぐ」

握
手
せ
る
こ

k

に

ぁ

る

が

、
拘

之

•
勞 

丨
，働
者
は
其
醜
ま
し
き
成
功

^

謳
歌
し
た
の
で
ぁ
つ
た
。
斯
く
し
て
进
弓
末
に
於
て
は

^

ユ
！ 

'

ヨ
J
:
ク
外
に
於
け
る
四
市
'一

 

コ
！
ヨ

ー

ク、オ
ル

パ

ニ
ー
、ト
ロ
イ
、ス
ヶ
ネ
ク
タ
デ
ィ

I

は
眞
：
 

:「

彼
等
の

•
利
害
に
奪
醒
し
、ロ
チ

.

巧

ター

、
ジ
ー
エ
一
一
ー

ベ

シ

ラ

キノ

ス、イ
サ
力
、オ
ー

パ

ン、パ
ヌ

| 

ビ
ア
、其

.他
多
數
の

ff
i

要
町
；村
も
盛
ん
に
活
動
し
、稍

‘後
れ
て
ブ
口
ッ

. 

>
 ポ

I

ト
ズ

ー

ト
フ
ォ

I
 

.ト

キ

ン

：
ク

ス.フ
ジ
：1」

フ
：ツ
，
シ

シ

グ

ボ

ロ

ー:等
も
集
會
を
開
催
し
た
？
.而
し
て
同
年
秋

.0
選
摩 

■

i

て
_

成

政

立

せ

る

》
】

士

及

び

自
己
の
利
益
の
爲
に
政
治
界
に
進
入
せ
る
こ
：

.w

を
宣

I
Fし
.た
.る
農

.夫
職
エ
及
び
勞
働
渚
の

BI
體
が
州
內
各
地
に
散
在
し
、是
等
の
则
體
が
州 

::
:
先
事
及
び
副
知

»

の
候
補
著
を

「

立
て
獨
立

9

に

臨

む
基
礎
を

な

し
た
。(

o
i

日
 

笮
 

2

 

6
0
-
2
6
3
〕

.此
形
勢
を
看
取
し
た
る

:-
ユ
！
ヨ
ー
ク
の

「

デ
イ
リ
！
セ
ン
一
ブ
ィ
ネ
ど
は
全
州
の
大
會
を
開 

;.
:

催

し

て

州

役

員

の

藤

(

補
者
を
立
つ
べ
き

.こ

i

 

f八
三
〇
年
阀
月
に
提
案
し
た
。
之
に
對
し 

て；

ソ
ー
キ
ン
ダ

.
マン

U

•ァ
ド
ボ
ヶ

I

卜」

は

直

に

賛

意

を

表

し

た:0
然

る

に

ま

だ

何

等

具

體

:

1

怨

C i 

i
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：
ニ
八
三
〇
雄
前
後
の
ア
メ
1

に

於

灯

る

勞
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級

の

政

鐘
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け
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階
級
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政
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第
九
號 

1
1

六

的
活
動
に

.
入
ら
ざ
る
前
に
：四
月
十
六

P

ォ

,バ

ニ. 
I

の
.州
廳
舍
は
於

#

「

農

夫

、
職

エ

、勞

働

者.及
. 

び

.«
利

«

に
'
:對
す
る
知
：己

.0
集
會
が
關
催
せ
ら
れ
タ
マ

?

.
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
戴
の

H
.

ラ
ス
タ 

ス
•
斤
J

ト
を
州
如
事
の
候
へ
補
者
に
指
名
し
た
。
此
グ
ー
ト
の
指
名
は
後

(1「

ジ
ャ
ー
ナ
ご
派
の 

領
釉

'0
或
者
が
中
心

^

な
つ

.て
居
た
ル

|

ト
後
援
者
大
會
に
ょ
ぅ
て
.闾
癉
せ
ら
れ
た
け
れ
ざ 

.
も
' ユ
. 

'グ.
ィ
'̂
.
の『

メ，力
モ

ッ

ク
.
ス
•
フ
.
レ
.
ッ
ス

j

は
寧
ろ
卑

S+
で
あ
る

€

言

ひ

，
一一
：

：

I 

• 

3

1
ク
の

「

ク
. 

:
ソ
ー
キ
ン
グ

«
マ
シ
ス

.
ァ
ド
ボ
ケ
ー
ト

」

は
吃
驚
事
で
あ
る
ヾ

」

評
し
て
ゐ
る
。
何
れ
に
し
て
も
ォ 

K

 

.パ

;-
丨
の
勞
働

2

行
動
は
州
知
難
及
び
副
知
事
の
候
補
者
を
指
名
す
る
爲
に
全
州
大
會 

を
開
催
す
る
こ
年
の
必
要
を
痛
感
せ
し
め
、

「

セ
ン
ー
グ
ィ
ネ
ル

」

派
の
實
行
委
凰
は
九
月
の
第
一
月 

nM
i
i

「

口“チ

ヱ
ス
タ

ー
村」

に
.
於
て

.之
，を

_

催
す
べ
き
こ

S

を
卿
街
し
た
が
、

其
後
間
も
無
く
ォ

, 

:'
\

ニ
ー

 
：丨
及
び
ト
ロ

 

|ィ

兩

市

空

農

：夫
、
«

エ
、其
他
の
勞
働
者
の
實
行

,

 ̂

リ
ナ
に
於
て 

全
州
大

;#
を

開

：
催

す

る

，こ

：
w
:v
し
、他
の
都
市
は
之
を
承
認
し
茲
に
大
食
の
準
備
が
各
地
に
於 

て：講
せ
ら
れ
る
こ

^
.
に
な

つ

た

。

而

し

て

一

一

ユ！

ョ
I

ク
州
の
勞
働
粦
が
階
級
ど
し
て
參
加 

hせ
：る：

^

最
初
の

^

州
：；

大
會
は
士

」

リ
ナ
の
：廳
舍
に
於
て
八
月
二
十
五
日
開
催
せ
ら
れ
ノ
ー

 

ユ
！
ョ
 

f

ク
州

+

H
郡
よ
う

^

ナ

A

,̂
の
代
表

^

が
' 
出
席
し
た
。
此
大
會
に
於
け
る
最
初
の
且
つ
極

，て
因
難
な
る
間
題
は

.
ノ
ユ
！
ヨ

I

ク
市
に
於
て
杭
爭
す
る
ニ
幽
體
の
セ
表
潘
の
何
れ
に
_
席 

:
を
:與
上
ぺ
き
か
の
：狹
定

.で
ぁ

0

た
が
、之
が
爲
に
特
別
の
委
員
を
選
出
し
て
評
議
し
た
る
結
果 

「

.ジ
ャ
ー
ナ
ル

j

派

の

：
代

：表

を

承

認

す.る
：こ

ビ

な

ぅ'從

て「

セ

ン

テ

ィ

ネ
/.
"

派

の

者

は

退

場

し

て

冬
 

つ
:テ
-
次
で
大
會
は

H

ラ
ス
タ
ス
•ル
丨
ト

.を
州
知
事

•ナ
サ
チ
ィ
エ
ル

•
ビ
ッ
チ
ャ
丨
を
副
知

»
 

'0
&

书
者
に
指
名
し
て
無
琳
に
閉
會
し
た
。

「

ク
ワ
ー
キ
ン
グ

•
マ
ン
ス

•
ア
ド
ボ
ケ

I

ト
J

^

s
 

粜
を

#

働
者

®

切

.ら
る
の
見
出
で
報
導
し
て
，其
非
を
鳴
し
、

「

メ
力
ニ
ッ
ク
ス

♦
フ
ジ
！
ブ
レ
ッ 

ス」

も
同
楮
の
論

_

を
以
て
評
し
た
。

.

然
名
に
サ
リ
ナ
の
大
會
後
正
.规
の
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
黨
の 

指
名
に
於
て
ル
ー
卜
は

.:
:ス
#

丨
ブ
の

：

爲
.に
三
十
寧
對

.九
十
三
票
の
大
：差
を

'以
て
破
れ
、一
ヶ
月 

後
に

A

1

ト
は
自
ら
候
補
著
た
る
览
思
を
有
し
な
か
つ
た

f

公
に
し
ビ
ッ
チ
々
丨
も
亦
身 

を
；：退
;:
い
:-
:
た
。
.
之
は
：選
舉「

前
ニ
；週

間

の

こ

ぜ

で

ぁ

り
W

指
名
の
時
ロ
が
無
か
つ
た
の
で
サ
マ
ナ 

の
大

*

は
候
補
を
揭
少
ー
し

*
て
終
石
，こ
ミ
、
な
つ
た
。

^

1

ト
は
甞
て
二
ユ
！
ヨ

I

ク
州
の
副 

知
，事

.で
且
つ
國
會
議
員
で
ぁ
ぅ
，此
當
時
は
州
の
立
法
部
員
で
ぁ
つ
た
。
又
後
の
^
名
に
於
て 

彼
を
破
つ
た
ス
口
ー
グ
は
當
時
の
知
事
代
理
で
、マ

!

テ
ィ
ン
，、パン
•ビ
ユ
ー

レ
ン
が
ジ
ャ
ノ
飞 

V

大

M

領
の
下
に
於
て
國
務
卿

V
J

'な
.り
州
知
事
の
職
を
辭
し
た
結
果

X

地

位
に
飒
い
た
の
で

第一 .1

十一

卷
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ニ
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三
o

¥
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リ
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る
#
:
侧
階
級
の
政
治
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レ
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あ
つ
：
允)
然
し
乍
ら
間
も
な

—

「

ヤ
ン
一
ズ
ィ
ネ
ル

」

派
は
サ
リ
ナ
の
大
會
の
候
補
者
を
排
斥
し
て
ォ 

-
k

 

\

今
1

砂
集
會
に
於
て
エ
ゼ
キ

I

ゲ
ク
ィ
リ
ア
ム
ス
を
州
知
事
に
ア
イ
ザ
ッ
ク

i

ス
•
ス
ミ 

各
を

.副
知
事
に
摩
叹
何
國
龠
の
候
補
渚
を
も
指
名
し
た

=
(
c
o
l
o
n
s
,

 

pp. 

2
6
4
-2
6
7
)

し
：.4

 

A

H

.©
年
の

®

舉
に
就
て
《
五
個
の
黨
派
が
あ
：り、內
三
個
は
勞
働
者
の
稱
を
®
し
て
ゐ 

た
ず
然
し
其
薇
ぐ
が
州
幷
に
市
に
於
て
勢
力
を
有
す
る
の

で
は
な
ぐ
、别
の
.選
擧
に
於
て
は

ア 

^

タ

<
.
メ.丨

ソ
ン
：黨
、デ

r

ク

ラ
ッ

ト
黨

、勞
働

政
黨
の

「

セ
ン
ク
ィ
ネ
ル

」

^

及
び

土
地
均
分

派
が 

杭
報
し
、艰
の
選
舉
は
に
於
て

f

マ
ニ

.
!
霉

,

勞
：
働
：
政
.寧

の
.
三
；
派；
i

がへ杭

#

:す
る

0

4
力

つ

た

：.。 

而
し
て

ラ
ユ
!

^

|

>州
及
び

W
.に
於
け
る
十

1

月

Q

雨
®

擧

«

一
，
は

デ

モ
ク
ラ
ッ

小
黨
の 

4
:
_

派
、
他

拟
タ

マ

-
1

»

0
 
_

利

で
S
結
局
何
れ

も
‘デ

モ；ク

ラ
ッ

ト
黨
の
勝
利
に
歸
し
た
の
で

あ

つ
炎
。；

c
c
a
m
m
:V
B
s
'
p
p
"
; 

2
6
7

:̂
6
-

'

.- 

' 

'

:

勞
.働
考
が
此
結
嫌
に
失
紐
し
た
の
，は
勿
論
で
あ
る
が
、彼
等
は
決
し
，て
其
努
カ
を

±

»

な
か
，
 

•9
介
';
0

、
セ
ン
-プ
ィ
ネ

 

>
.

」

：派
は

;+
こI

月
及

.び

_
 

I
X
.
三

1
_年

0

初
：
に
：

「

主

義

；の
：表

：：朋/

「

合
舞
國
の
勞
：
 

働

;#
與
ふ

0
へ
ニ

:«
を
.
'可
決
し
、春
の

®

擧
に
：は
：「

彳
ャ
丨
ナ
：ル

」派
-：

は
，ア
ン
丨
ー
グ
ィ

•
メ：
I

ソ'ン
黨
及 

び

*

フ
：ェ
.デ
ラ
、，
黨
の
殘
存
瘩

w

結
合
し
て
選
暴
：に
臨
：み

'*
候
镩
漭

0
:中

ょ

：
り

數

名

の

：
當

：：

選
.

渚

：を

出

し
s

o
然
し
：

1

八
二I

'
M

年
秋

「

ジ
ャ
ー
ナ
ご
派
は
所
：謂ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
黨 

€

完
全

「

に
■合
併
し
、勞

ff
政
鐵

ぐ
レ
し
T

の
存
 

'在
.̂.
-

典
ひ
、「

セ
ン
ー
グ
イ
ネ
ル

」

派
及

f 
土
地
均
分
派
は 

依
然
選
舉
戰
に
列
つ

:;
:
た
.が
い
前
潘

0

候
補

#

は

同

時

に

タ

マ

一

一

ー

黨’X
は
ナ
シ
ョ
ナ

f

レ
パ
ブ 

,
y 

>
 

X 
M

か
ら
も
指
名
せ

.ら

れ

、.勞

働

黨：

ニ
：
派
.の
み
の
候
補
者
の
得
禀
は
減
少
し
つ
、
あ
つ
た
。
 

而
し
て

I

八
三

.ニ
年

秋
.：

の：選
擧
に

「

セ

X

テ
ィ

:
ネ
ル

4

派
は
州
知
事
及
び
副
知
事
の
候
補
.救に
前 

，
'年

间

j

人
物
を
取
げ
た
が
國
會
及
び
市
龠
に
は
候
補
渚
を
擧
げ

t'
T
ク
フ
ー
キ
ン

f

マ
ン
ス
，
 

■T
ト

>ホ
ヶ

I

ト」

は
國
會
の
候
備
漭
ビ
し
て
は
總
て
タ
ァ

-;
1

鐵

0

候
補
漭

'は
合
衆
國
_銀行
に 

反
對
な
り

w

の
理

s
 

'で：之
を
推
薦
し
、市
會
に
就
て
は
何
れ

.も
不
良
な
れ

r

も
比
較
攸
炱
好
な 

タ

S

す

る

^

.マ

ー

ー

ー

黛

，
の

«

補
癀
を
寧
げ
て
ゐ
る
。
之
ど
同
時
に
大
統
領
問
題

S

合
衆
國
鈒 

行
き

.が

1£
要
な
當
而

0:
問
題
で
あ
つ
た
。

「

セ
ン
テ
ィ
ネ
ダ

」

派
の
勞
働
考
は
ジ
ャ
ク
ス
ン
を
大 

統
領
ジ
，
ン
ソ
ン
を

'副
大
統
領
に
擧
げ
る
こ

i

を
希

0

し
た
が

.、ジャ，ク
ス

…

ン
i
 
,、、

ン
•ビ
ユ

1

レ
 

ン
マ」

が
指
名
せ
ら
れ
，た
。

故
に

「

ゥ
ソ

I

キ
シ
グ

•
マ
ン
ス

•
ア
ド
、ボケ

I

ト」

は
ジ
ヤ
ク
ス
ン

^

I
 

一、、ノ

ン：
•
ビ
f

レ
ン
に
投
，舉
す

V
:

き
：こ
す
及
び
事
ぬ
處

I:
至
れ
る
は
畢
竟
選
擧
方
法
が
不
完
全
な 

る
に
ょ

^

こ
ど
を
黨
の
領
刹

■•
(
:知
ら
し
め
る
こ

ぐ
し
を
勸
吿
し
た
。；
拘
之

.j: 

'

S

3年
%
こ
至 

;

.第
：ニ.十
.
一

餘

(

一
一H

^

y

一
 

八
.
1
1
1〇
年
前
後
の
ア
メ
 

V

力
U

於

け

る

勞

働

階

級

の

政

治

運

動
m

九

挪

ニ

九



第二十

5
 

(

ニ
四

0
> 

1八3
〇年
.前
後
の
ア
メ
リ
ヵ|4
於
け
る
勞
働
階
級
の
政
治
連
動

 

第
九
'雛
 

三
0 

る
や
該
紙
は
完
全

{,
-
タ
す
そ
ー
黨
に
走
り
、翌
年
は

バ

ン.ビ
ュ

1

レ
ン
の
名
を
大
統
領
候
：補
者 

V」

し
て
揭

C

る
に
至
つ
た

..(

0
0
日m

o
n
s
,

 

pp. ‘
8
-2
7
0
)

一一ュ，

‘
ョ—
ク
に
：於
け
る
勞
働
者
の
政
治
運
動
は
フ
ィ
ラ
、デル
フ
ィ
ァ
に
於
け
る
：

V」

興
り 

X

先

0

內
賴
の
繰
耽
に
よ
办
、次
に
外
部
の

0

迫
に
よ
り
て
擊
破
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論 

內
部
及
び
外
部
の
紛

#

は
フ
ィ
ラ
、デル
フ
ィ
ア
の
運
動
に
も
之
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、そ
れ 

は
主
義
の
相
興
に
あ
ら
ず
し

T
職
業
政
治
家
の
術
策
に
.よ
る
の
で

あ
つ

た
。

然
る
に

二

ュ
!
 

I
ョ：丨

.
ク：に
於
け
る
間

_

«

意
見
の
相
異
で
あ
久
且
つ

_

原
因

ぐ
し
な
つ
た
の
は
急

0

的
要
求
で 

あ
る
か
ら
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

' 
ァ
.，に
於
け
る
よ
か
も

1

層
內
外

#

ら
攻
馨
を
受
け
為
い
事
情
の 

下
に
：在
つ
た
の
で
あ
る
。
然
も
内
部
の
紛

#

は，主

_

の
相

M

の
み
に
よ
る
の
，で
は
な
ぐ
職
業 

政
治
家
が
之
を
自

&

の
利
益
の
爲
に
利
用
せ
ん

w

し
た
こ

V」

を
も

看
過
す
る
”

」

ど
が
出
來
な 

い。
加
之
：土
地
均
分
主
義
及
び

「

州
：後
見

」

の
問
題
の
爲
に
外
部
の
狹
擊
も
ス
ィ
ラ
デ
グ
フ
ィ
ァ 

に
：於
：け
る
よ
ヶ
も

i
:

層
.激(

烈
で
：あ
つ
た
の
で
あ
る
。
尙
ほ
攻
擊
の
加
へ
ら
れ
た
の
は
堪
に
土 

地
均
分
主
義
に
對
し
て

Q

み
で
は
な
い
。
邪
宗

_

的
敎
理
も
攻
擊
の
靈
大
な
る
：櫸
的
で

：

あ
つ 

た
。
勞
働
政
黨
は
新
聞

^

於
て
又
集
會
に
於
け
る
：決

_曝
に

'
於
て

.
宗
'敎

0

無
.關
係
な
る
べ
き
こ

w

を
明
白
に
し
や
ぅ
と
努
め
て
ゐ
る
。
實
際
勞
働
政
黨
の
運
動
の
連
命
に
：對
し
て
彼
等
の
主 

.;義
が
無
政
府
主
義
的
土
地
均
分
主
義
的
.邪
宗
門
的
で
ぁ
る
士
の
一
般
的
攻
擊
が
非
常
に
重
大 

な
影
響
を

0

し
た
こ
一
士
似
離
へ
ぬ
こ
ふ
で
あ
る
。

(commons, 

pp. 

270-274 )
：

.
,政
：治

上

の
問

®
 

U
如
何
な

る
も
の
が

ぁ
つ

た
か
。

一
一
ユ
!

ヨー

ク
に

於
て

#

興
な
る

ス
キ 

，ド(

モ
ア

I

の
土
地

.

.為
分
，の

 ̂

き
で
ぁ
る
ど
云
ふ
ォ
ー 

:

エ
ン
の
要
求

ビ
を
別
に
す
，れ
ば
、他
は
ノ
ィ
ラ
デ

,

フ
ィ
ア
に
於
け
る

ど

全
ぐ

同
様
で
ぁ
气 

俯
後
見

」

の
制
熘
は
政
鐵

:0
多
數
に
ょ
り
て
挑
擊
を
受
け
た
。
然
る
に
二
ユ
丨

m

l
ク
に
於
け 

:る
勞

;«
政
黨
の
各
分
派
及
，び
支
部
を
通
じ
て
最
も
盛
ん

で

め
つ
た
要
一
求

は，
付
等
か
の
褪
類
の 

.^
敎
#

に§

す
る

■も
の
：で：ぁ
つ
气
而
し
て
第
ー
囘
の
分
裂
前
に
於
け
る
他
の
要
，求
は
銀
行 

®
煤
競
賢
淛
皮

の
1
改
：
.正
、谶

X

留
鸪

*

法
、負
偾
に
ょ
る
入

m

の
廢

1[
:
、#|
會
.其
他
役

員
選
舉
法
の 

敗
疋
、敎
會
所
有
地
免

^
の
廢
此
等
が
ぁ
り
、二
八
三
〇
年
五
月
第
ー
一
囘
の
分
裂
後
に
於
て
は
小 

歡
.派
は「

外
後
見

」

匍
探
を
要
求
し
又
宗
敎
の

0

ぬ
ふ
死
刑
の
廢

it
等
の
要

«
を
も
附
加
し
た
。
 

痕

:見」

派
の
機

_
ぼ
ぃ
る

「

タ
フ

'
 

!
キ
グ
ダ

•マ：ン
ぞ
ア
ー

J
 —

卜」

は：ニ
八
三

0
.年
秋
、論
說

{1 

:
@
:獨
頭

'^
平
等
普
遍
の
敎

.育賓負

«
に
ょ
る
：投
獄
の

«

北、總て

.の
»
許

®
占
.の廢
止

、現

行
徵
共 

笫二十

1卷

(
一
1

四
-)

一

八
.1
8雷後のアメ

I

U
於ける努働階

§

政治：譜

第

九
！！

三
：
_1
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】
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一
W

一
 

八
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〇
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ァ
メ
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ヵ
じ
於
け
る
勞
働
階
.級

.
の

政

治

運

動

 

第

九

虢
三ユ

1W
搜
，；
;0
徹
猶

.的
改
正
又
は
廢

JI
:
、費
用
を
要
す
；

‘る
こ

<!
:
1少
ぎ
訴
訟
制
度
、財
産
に

*

す
.る
均
等
課 

1

勞
傭
，者
の
爲
に
す
る
建

.造
物
上
の
留
置

.法
、小
選
擧
區
制
度
、宗
敎
に
關
す

る

法
律
の
廢
止

」

を 

搞
：げ
、a

年後も依然之

i
同
'機
の
項
目
を
揭
げ
、死
沏
の
廢
北
を
附
加
せ
る

こ
J

唯

一.
の 

興
：る點

-で
，あ

.つ
た

"

農
夫

..：が
職
工
及
び
勞
働
者
ふ
共
：に
團
體
を
構
成

.せ
る
ニ
ュ

!

ョ：|
ク
州 

§

他
の
土
地
に
於
，で
は
大
體
に
於
て
と
ュ
ー

♦
ョ
ー
ク
市
の
要
求
士
闾
機
で
あ
る

M

、幾
分
之
ど 

相

.興
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
州
大
會
の
決
議
に
採
用
せ
ら
れ
た
る

#

殊
の

K

求
は
策
に
普
®
的 

敎
宥
撊

'«
負
慠
に
ょ
る
投
獄

0
:廢
止
、革
命
堪
の
兵
士

.に
對
す
る
年
金
の
創
設
で
、其
他
土
地
に 

■

す
：る
直
接
課
稅
等
を
始
め
徴
兵
制
度
等
も
論
議

.の
問
題
ヾ

」

な
つ
た

0

級

行

は

一

一

ュ

ー

，
ョI

ク
の
勞
働
者
の
緋
議
す
る
處
を
以
て
す
れ
ば
排
他
的
#
權
を
擁
し
銀 

行
家
は
偾
務
渚
に
請
求
次
第
三
千

•萬
ド
ル
又
は
三
千
五
西
莴
ド
ケ
を
支
掃
ふ
こ

ビ

を
約
束
し
、
 

然
も
之
に

.
備
ふ

‘
る
に
唯
三
、四
、五

II
萬
ド
ル
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
不
逞
漢
で
あ
る
。
而
し
て 

.现
，
'(
£
.
进
苜
ド
ル
.ょ
り

-
,
: 

l

F'
:

>

vに
至
る
各
稱
銀
行
の
紙
幣
一
千

0

に
_
し

«

行
の
倒
產
相
繼
ぐ 

:0
有
襪
で
あ

る

:0
故
に
勞
働

^

は
初
.め鈒
行
を
全
然
禁
业
せ
む
こ
さ
を
興
求
し
淇
後
幾
分
銳 

鲦
を

'收
め
、現
在
の
特
，許
狀
の
，書
換

*

鑕
を
拒
絕
し
，健
全

.に
し
て
民
生
的
な
る
基
礎
に
立
つ

■

を
採
乃
し
且
つ
小
額
，紙
幣
の
流
通
を
禁
止
す

、ベ
し

ビ
主
張
す
る
に

|1
;

め
た
。
逬
し
此
制
度 

1

, 1
廢
す
る
 

>」

-e
が
，出
：來

「

な
ぃ
場
合
に
は
銀
行
の
實
際
拂
込
た

る

正
貨
資
本
額
以
上
の
貸

#
 

に
對
し
て
收
納
せ

i
: 

I
利
I

額
を
公
敎
育
又
は

.其

他

の
公
共

®

業
に
使
用
す
る
爲

，
G

令
®
 

に
上
納

,

し
む
る
こ

.

V

?

し

.

提
議
し

,

t

o

此
間

f

棚
し
；

，一

.

いt

ぺ
市
の
ニ
派
の
間

’に
於
，て

|

ー
フ
ユ

!

ョー

ク
市

i

他
の
都
市
の
勞
働
*
の
間
に
於
て
意
見
の 

:
相
：與

.が
_餘
ぅ
存
在

.し
な
ぃ
。

:

#
許
獨
占
ど
し
て
銀
行

，、し
密
接
に
猶
聯
せ
る
ち
の
に
競
賣
が
あ
る
。
而
し
て
其
弊
害
の
叨 

に「

發
生
し
て
ゐ
た
の
は

'
=

—

ク
市
で
あ
つ
て
、同
地
の
商
人
灰
び
職

5

共
同
し
て

一 

，八

-

八

4

秋
與
敢
に
攻

»

し
：.
た
。
當
時
の
競
賣
潘
は
填
に
外
國
商
品
を
輸

A

す
る
に
甘
ん
せ 

す

f

力
職
人
の
上
に
直
接
支
配
の
手
を
及
ぼ
し
て
ゐ
た
如
ぐ
で
あ
る
。
勞
働
者
は
一
八
こ
九 

1

.月
競
资
制
度
：反
對
，の
決
議
を
な
し
た
が
十
一
一
月
の

.
集
會
に
於
て
鱗
賣
者

.」

銀
行

S

が
密 

f

’
f 

I

.

K

'

f

」

有
し
夕
國
商

•品
大
凡
ニ
千
萬
ド
ル
•及
び
内
國
商
品
大
凡
一
千
莴
ド
ル
が
競
賣 

丨
ィ
七
ら
す
然
も
此
競
寶
：は
銀
行
の
重
役
な
る
六
七
名
：が
支
，配
す
る
處
で
あ
る
。

彼
等
は

^
 

ブ

ィ

ブ

{

ょ

Z

て
ニ 

I

•ョ
I

ク
市
中
の
大
部
分
の
商
業
を
征
服
す
ぷ
の
み
な
ら
ず

i
 

S

T

1

卷

(

ニ
四
三

V
T
.一
 

<三〇平前後のアメ

 
m

於け

I

働階級の

政治
i

笫
I

三三



•如

二

卜

ー

怨

(

一
一
：叫
.

©
一
入
三
〇
雒
前
域
の
ァ
メ
サ
ヵ

.
！！
於
け
：る
勞
働
階
級
の
.政
治
述
斷

 

第九
！！

三
四

桃
ど
し
て
支
柳
ひ

_
た
る
未
決
濟
の
證

•
書
は
年

.額
平
均

1
千
五
：西
莴
ド
ル
に
達
ず
る
。
.此
额
だ 

け
.勞
働
裁
，は
其
：。ホ
ヶ
-
ッ
ト
：
か
；
ら

榨

取

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
，勞
働
者
は

斯
業
に
重
桃 

.を

1

し
、
#

許
期
限
を
规
縮

し

、®

局
に
於
て
何
人
も
自
出
に
：之
を

.
行
ひ
得
る

.
や
ぅ
；に
す
る
改
善 

:案
を
提
起
し
て
ゐ
る
。

 

.

.

:

次
に

M
 

0

な
る

5?
求
は
職
エ
留

®

法
に

ii
l

す
る
も
の

.
で
あ
る
。
之
は
.建
物
の
建
設
完
成
又 

:
は
修
議
の
爲
に
、勞
務
又
は
材
料
を
提
供
し
た
る
各
個
人
に
擔
保
を
與
へ
る
留
瘟
權
に
關
す
る 

法
令
：の
耍
求
で
あ
つ
て
、一
一
ユ
！

ョ

1

ク
、ォ

 ̂\

 

ニ
1
、ト
ロ
ィ
、ユ

7-
ィ
ヵ
其
他
各
地
に
於
て

31 

.鄺
'を
聽

.ぐ
こ

-
i

が
出
來
、；

i

A

s

o年
，デ
.モ
ク
ラ
ッ
ト
黨
か
ら

 

一一
r

•ョ
ー
ク
州
立
法
«
會
に
同 

法
：：

案
：ギ
提
出
せ
ら
ー
れ

M

_

u

;だ
が
、之
は
未
だ
十
分
に
勞
働
者
の
眞
の
耍
求
，に
合
致
し
な
い
も 

::
:の
.
で(

あ
'1
つ
た
。

.全
：州
に
：苴；

)̂
.
某
：他

0

喪
求
は
負
债
に

.
ょ
る
投
獄
を

®

止：す
る
立
法
に
關
す
る 

へ
も
の
、新
訟
の

手
績
等
に

_

す」

る
立
法

の
改
正
等
が

あ
り
、外

に
特
定
地
方
に
於
て
の
み
間
題

ビ
 

:

な
つ

/2
も
の
も
亦
段
項
に
亘
つ
て

ゐ
る
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

p
p. 

2
7
4
-
2

002
>

:
以

上

.各

種
の
開

題

に
.就
て
：は
夫
々
熱
心
：に

0

求

せ

ら

れ
、力

說
せ
ら
れ
た

の
.は
勿

論
で
あ
る 

が、平
等
公
说
權
に
關
す

.
る
運
動
の

«|
點

は
無
料
公
立

學
校

制
度
の
要
.求
で

あ

っ

た
。
新

に

政

S

妞
織
せ
ら
れ
た
る

■

何
れ
の
地
た
る
を
問
は
.す
殆
ん
ざ
例
外
な
ぐ
敎
育
機
關
の
改
善 

第
：
一

に

要

求

せ

：
チ

れ

七

。

::
:
自

ぬ

擁

護

の

爲

に

も

又

選

舉

權

行

使

の

爲

に

も

此

敎

育

抑

戈
の 

が

重
I

項

勿

.論
如
何
な
る
制
度
を
採
る
べ
き

.か
は
議
論

t

る
處
で
ノ
ー
 

ュ
 

?

ョ—

ク
に
於
て
は
：初
等
：

_

學
校
の
制
度
の
搬
張
が
叫
ば
れ
、又
職
業
上
の
訓
練
を
な
す
鹿 

I

育
'も口

 

f

ト
.デ—

ル
.
.オ_

エ

:
ン、̂

ン

シ
I

ィ
ト
等
に

ょ

り

て
此
時
初

め
て
起
さ 

れ
た
の
：で
あ
つ
た
。

(
C
O

昌

ons;

.
ニ、
政
治
運

1»
の
傳
播

' :

フ

'
ラ
テ
ル
フ
ィ
ァ
及
び
一
二
ユ
！
ョ

I

ク
に
於
け
る
政
治
®
動
は
释
速
に
他
の
諸
都
市
幷

,

0
 a

メ
私
目
で
あ
ネ
て
減
勢
カ
は
，

「

.七

.
七

六

年

の

革

命

に

次

ぐ

大

變

®/
の
兆
候
を
示
す
も 

の
て

■あ
る

V」

書
い
た
新
間
も
あ

.
る
。
實
際
に
於
て
勞
働
者
が
全
國
的
運
動
を
も
計
窗
せ
る
も 

の

炎

,
.

-

て
ォ

K
Vダ
働
東
段
は
全
國
の
生
產
隙
級
が
圈
結
す
る

で

あ
ら
ぅ
、而
し
て
之
に
ょ
り 

T

久

し

ぐ

無

殘

に

拒

否
せ
ら
れ
た
る
敎
育
の
普
遍

且
つ
民
主
.的
制
度

I

其
上
に
吾
國
の

_

:

.

第
I

T

i
 

( 一 :1:

四
五)

.一

八
三
〇
印
前
後
の
ア
メ

 

V
力
に
於
けI

働

階

級

の

政

治

鑛笑

寒

三
.

」
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V

力
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於
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階
敬
の
政
治
運
動

 

第
九
號 

三
六

福
.及
び
自
出
の
存
否
が
係
る

i

が
確
立
せ
ら

る
、
で
ぁ

ら
ぅ
ヾ」

讀
ひ
、又

甞

て
勞
働
政

.黴
は

' 

大
統
領
及
び
副
大
統
領
の
候
補
溝
を
指
名
す
？
し

V
J

の
議
論
が

「

ウ
ソ
ー
キ
ン
グ

♦
マ
ン
ス
♦ア
ド 

ボ
ヶ

I

ト」

に

揭

げ
ら

れ

た
こ

マ

」

も
ぁ
る
。

一

八

ニ
九
年
ょ
り

三

ニ
年
に
至
る

問
に
勞
働

政
.黨
. 

.の一：：

主
義
に
賛
成
：せ

"
る
新
聞

:は
十
五
州
五
十
種
を
以
て
算
せ
ら
れ
る
。
是
等
諸
州
が
碰
く
實
際 

に
於
て

.獨
立
せ
る
勞

:«
政
黨
を
組
織
し
た
の
で
は
な
い
が
、然
も
其

多

ぐ
は
之
を
紐
織
し
た
や 

ぅ
で

*

シ、其

內

に
は
。
へ
ン
シ
グ
ベ

一
一ア
州
及
び

二
ユ
！
ヨ
ー
ク
州
に
加
ふ
る
に
總
て
の
二
ユ 

I
 

♦イ
ン
グ
ラ
ン
ド

«

州
、ー
ー
ユ
！
ジ
ャ
ー
シ

イ

州
、デ

ラ

ク

エ
ア
州
及
び
オ
ハ

イ

オ

ー
州
が
列

^

 

せ
ら
れ
る
。

二
ユ
ー

•
ジ

Y

1

シ

I
州
に
於
て
は
一
一
ユ
ー

r

l
ク
及
び
ト
レ
ン
ト
ン
の
兩
町
に 

:

於

^

町

®

f
tの
.選
躍
に
方
り
て
：勞
働
政
黨
ど
し
て
の
對
策

を
！！

じ
或
は
候
補
漭
を
擧
げ
て
勝 

.利
を
占
め
：た
。

フ
ィ
ラ

;:
デ
ル

V

ィ
ア
、
一
一
ユ
！
 

ク
及
び
ニ
ユ
！
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
に
於
て 

.■»
も
：：有

カ

な

運

動

の

：
行
；
れ

か

の

_
は

デ

ラ

ウ

^

ア
州
で
、ク
ィ
ル
ミ
ン
ト

X

の
勞
働
客
は
フ
ィ
ラ 

:

デ
：,:
ル
' 
ソ
ィ
ァ
の

1]
:結
に

」

刺
^
せ
ら
れ
て
.一
八
一
一
九
年
八
、九
月
の
頃
、即
ち
ニ

 

r

ヨ
ー
ク
市
の
勞 

W

政
黨
の
龃
織
に
先
つ
こ
ビ
六
週
間
前
に
結
藤
し

「

ー|
ュ！
キ
ャ
ッ
ス
ル
郡
勞
働
漭
協
會

J
(
A
S
S
O
.

 

c
i
a
t
k
m

 

o
f

 

W
o
r
k
i
n
g

 

P
e
o
p
l
e

 

o
f

 

N
e
w

 

c
a
s
t
o
c
o
u
n
t
y
)

は
貧
民
は
法

#

を
有
し
な
い
、法
#

は

富

^

に

ょ

の

fi
に

作

ら
れ

た

の

で
，あ
る
、之
が

11
正
は
勞
働
蓉
の
團
結
に
ょ
り
て
の
み
可

^

で
 

，
あ
る
、勞
働

S

選
擧
權
を
行
使
す
る
に
方
り
て
彼
等
の
利
益
の
維
持
を
誓
は
ざ
る
渚
に
投
％

^

^

^

^

^

^

T

 ̂

而
し
て
勞
働
者
に
好
意
を
有
す

る 

こ

，yj 

f

 
一！、
！
ヨ

_
| V

の「

フ
？
！
エ
ン
ク

-

ィ
ヤ
ラ
ー

」

に
似
た

「

デ
ラ
ク
工
ア

•
フ
ジ
！
ブレッ

ス」 V
I

八
三

0

2

刺
刊
ー
せ

.ら

れ

、

前ー芝：ス

ル

都

勞

働

者

協

會

」

は

州

內

の

此

 

:':
:，

u

於
け
る
同
僚
勞
，働
者
の
後
：拨
を
；得

.ひ
が
：爲
に
主
義
の
宣
言

.を
な
し
、

I

八
三
〇
年
秋
の

 ̂

 ̂L
. 
± 

K 

« 

M 

I

名
、
代
議
員
ニ

名
、税
務

委
員

1

名
の
當
選
者 

を
#
:

た
"

勿
論
勞
働
镡
の
指
名
し
た
る
渚

i

雖
勞
働
豸
の
圈
體
に
屬

‘す
る
恶
«
極
め
て
稀
で 

ト
^

る
力

fe
等
の
人
々

i
 
.雖
勞
働
者
の
利
害
を

尊

重
す
る
こ
ど
は
總
て
の

^

の
知
る
處
で
あ
る
、
 

:從
つ

:,
て
猶
ほ
勞
働

_

の
«

ゥ
_ 
土
ァ

.
フ
ソ
！
ブ
レ
ッ
ス

」

は 

T
r
r
H
S

し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
此
獨
立
せ
る
政
治
運
動
は
久
し
か
ら

t

し
て
衰
滅
し
て
今
つ
た

Q 

:
,
,
?ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
及
び
一
一
ユ
！

ヨ
ー
ク
に
於
け
る

ビ

同

じ

ぐ

各

種

の

厫

_

が

茲

に

到

ら

し
 

:

め

た

の

で
.
あ

る

が

、
就

中

最

大

の

原

因

は

.宗

敎

上

の

興

端

者
マ」

せ

、ら

れ

た

こ'£

で
、彼

'等

は
ラ

ィ 

ト

の

I

派
で

あ

る

せ
言

は

れ

た

の

み

な

ら

ず

ー夫

多

妻

主

義

漭

で

あ

る

」

、

」

の

、汚

名

を

も

被

せ
 

丨

.
:

'负
*

1

1
怨

C
J
1

四
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八
三
〇
年
前
後
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ァ
メ
リ
ヵ
U

於
け
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勞
働
階
級
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治
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三
A 

ら
れ
ね

 

S
T
.
-T
あ
っ
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

p̂'
'2
00
7
-2.9
0

〕

' 

一r

t-
L

.
1
'
•
ィ
ン

.：V

ラ
:;
づ
ド

.に

：
於

て

：
：
は

* i

八

：5

0.
年
此

.運
動
が

.
開
始
せ
ら
：れ
翌
年
腾
夫
、職
エ
及 

:
び
：终

働

：者

の

パ

最

初

の
.政
治
述
動
は
：終
結
し
た
の

.
で
あ

.
っ
た
。

該
鄉
職
ゆ
先
：づ

.,
カ
ネ
久
チ
カ
？ 

h

州
：に
發
端
し
マ
サ

:チ
ク
セ
ス
ツ
州
、双
び
メ
：ィ
ン
州
に
波
及
し
、ヌ
幾
分
の
政
治
運
動
は
ロ
ー 

ド
，ア
ィ
ラ
ン

1%
'州
に

.も
發
•生
し

.
た
-。
.
力

ネ

ク

チ

力ッ

ト
州
ニ

ユ
!
 
口
ン
ド
ン
に
於
て
は
職
工 

の
三
候
補
.者
が
大
多
數
を

' 以
て

*

法
部
に
.擧
げ
ら
れ
：パ
ー
モ
ン
ト
州
の
ク
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
に 

:於
：：

て
.
は一

1

八
三

0

_
七
月

(

以
來

.勞
働
政
黨
を
組
織
す
る
_訐
窬
が
あ
っ
た
が
、遂
に
實
現
し
、勞
働 

新
間
も
發
刊
せ

.
ら
；れ
た
。

■,
1

ジ
ン
ト
ン
及
ひ
ミ
ッ
.ドゥ

f

ブ
リ
ー

#

に
カ
レ
ィ
に
於
て
も
亦 

同
樑
の
運
動
が
發
生
し
た
の

.で
：あ
る
。

パ
ー
モ
ン

.
ト
州
に
於
て
は

「

ナ
シ

,

ナ
ご
、「

ア
ノ

X

ィ。

;•
メ
ー
ゾ
ン

」

、「

ジ
r

v
ス
シ

.̂
.三
黛
が
存
：在

•し
た
が
何
れ
も
大
な
る
勢
力
を
有
せ
ず
、勞
働
政

S

は 

知
事
、副

!̂
事
3t
他
.の
選

*

に
方

6

て

®
く
共
仲
裁
蕃
た

る

に
莖
る

こ
^j

を

®
し
た
の
で

あ

っ 

^
 

0
, 

 ̂
サ
.
チ
ウ
セ
：ッ：ツ

 

' 州
に
於
て

*

初
に

.
此
運
動
の
起
っ
た

.
の
は
ブ

y

マ
ウ
ス
で
一
八
三

0
 

年「

四
月
以
來
多
ぐ

9

集
：會
を
開
催
し
州
立
法
部

.
へ
五
名
の
代
表
を

.遺

.す
決
議
を
な
し
た
。
ボ
 

ス」

ト
ン
に
於
て
は
七
月
此

SE
動
が
開
始
：

せ
.
ら
れ
八
月
に

ば

非
常

に
猫
大
な
集
會
に
於
て
ウ
ッ

:■
ド
ス

:ト
ッ
ク
の
議

_

を
_

讀
し
滿
場

L

致
、の
承
認
を
得

V其
後

7
ホ
ス

‘
ト
ン
勞
働
者

」

な
る
名
稱
の 

削
體
を
龃
織
す
る
に
至
つ
：

.た
o

此
外
マ
ナ
チ
ラ
セ
ッ
ッ
州
に
於
て
は
町
村
又
は
®
の
大
會
が 

. I

八
：三
〇
年

及

び

1
:
<三
:.
!
苹

6
 

に
於
て
卵
催
せ
ら
れ
た
。

-■ 

_ 

 ̂

!
ィ
ン
グ
ラ
：ン

':
K

S

を
®
じ
て
經
濟
上
及
び
政
治
上
の
平
等
を
缺
如
す
る
こ
ふ
が 

;
不
平
の
主
要
な
る

:̂
_

で；あら

.
た
。
蓋
し
此
運
動
は
當
初
商
エ
業
の
發
達
に
ょ
り
て
生
産
階 

へ
級
が
就
：か
ざ
る
を
：得

〔

な
い
ぺ
地

_

に
對
す
る

.反
抗
で
あ
つ
た
。
當
裕
な
る
潘
、敎
養
を
耍
す
る
職 

:

務
に
在
る

-«
就
中
歸
護

±
:
は
：農民
、職
エ

■及
び
勞
働
者
の
腿
迫
考
で
あ
る
ら
し
い
。
例
之
、バ

1
 

'
モ
シ
ト
州
ク
ッ
ド
ス
ト
ッ

‘ク：

o

勞
働
漭
は
國
富
の
眞
の
生
產
赉
が
徐
々
に
貧

®

士
な
り
、富

0
 

丨

句

逄

者

に

非

す

し

て

：之

が

：
消
«

者
は
益
々
富
裕
士
な

’り
つ
、
あ
る

i

主
張
し
、マ
サ
チ
ゥ
セ
ッ
ツ 

■料
デ
，ッ
ダ
ム
に
於
け
る
，勞
働
鈕
合
の
一
の
目
的
は
富
の
生
產
赉
問
に
於
て
個
人
及
び
共
同
の

. 

,

#
.
働

:0
;結
架
た
る
快
適

#

，樂
，の
割

'合
を

一

層
平
等
な
ら
し
む
る
分
配
方
法
を
提
起
す
る
に

^
 

る
i

言
は
れ
て
ゐ
る
。
又
：ーロ
ユ
丨
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
勞
働
者
は
勞
、働
階
級
を
低
劣
な
ら
し
む 

る
：総
で
の
計
傷
は
一
自
由
な
る
政
治
上
法

#
.上
の
機
關
の
存
立
を
標
的

i

す
る
攻

»

で
あ
る

i
 

看

做

し

て

ゐ

，
る
。

一
一
，
丨
.ィ

ン
.グ

ラ

ン
.ド

0.
.
勞

働
^

-
が

遭

迅

し

た

困
»'
も

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア
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四
3 

及

び
,ュ

ュ!
f
n

丨
ク
の
勞
働
容
の
そ
れ
ミ
實
質

b
.
於
て
多
ぐ
興
る
處
が
無
い
。
彼
等
は

0

然 

信
敎
漭
で
あ

>

邪
：宗
唯
を

.以
て
目
せ

&

れ
、又
土
地
、均
分
主
義
者
、水
平
連

®/
渚
で
あ
る
ふ

#

_
 

せ
ら

.
れ
た
の
で
あ
る
。

.而
し
て
早
ぐ
も
一
八
三
〇
年

1J
始
せ
ら
れ
た
る
大
缺
領
遝
舉
戦
は
二 

»

の
陰
影
を
投
じ
た

:0
メ
ー
ザ
ン
；ブ
ト

' 

ン
に
於
け
る
勞
修
溝
の
集
#
に
於
て
は
ジ
ャ
ク
ス
ン 

猿
が
最
も
活
動
し
た

-の
で
あ
つ
た
が
、ニ
ュ

—

、ノ

ンブシャー州の一ジャクスン黨の新間 

は
^

働
政
黨
を
犬
，山

©

で
あ
る

i

攻
擊
し
た
。

m

に
此
地
の
み
な
ら
ず
勞
働
政
黨
ど
ジ
ャ
ク 

ス
ン
：黨
ど
の
關
係
は

.各
地
方
に
ょ
り
て

■

々
紛
糾
鉛
雜
し
て
ゐ
た
の

‘
で
あ
る
。

(

o

o

i

o

l罗
 

2
9
0
-
2
9
4
〕

へ

各

州

各

地

に

..於

て

產

業

發
.達
の
.程
度
を
興
に
し
且
つ
相
互
問
の
交
通
及
び
協
同
が
困
難
で 

あ
つ

^

に
も
拘
ら
ず
、勞
：卿政
：黨
の
政
綱
は
何
れ
も
殆
ん
ど
符
合
し
同
一
の
公

.共
問
題
に
關
し 

て
ゐ

る

土
地
均

#

の
間
題
及
び
，敎
育
制
度
上
の

「
州
後
見

」

の
問
題
を
別
占
す
れ
ば
關
稅
の

^
 

題
：が
唯
一
の
意
屈
|
致
せ
，ざ
り
し
問
題
で
あ
る
。
例
之
、ソ.シ
ン
ト
ン
市
ヌ
は
ォ

、ノ

ィ
ォ

ー

州 

力
;;
ン
.
ト
ン
の
勞
働
園
體
は
，

M

國
製
品

■を
：保
傭
す
べ
き
こ

士

を
M

む
だ
が
然
し
多
數
の
勞
働
政 

は
:ft
議
政
策
に
反
對
し
外
國
士
の
競

淨
.激
甚
に
し
て
保
誰
な

ぐ

し

て
は

ヨ
1

ロ
ッ
パ
の
勞

者
士
同
し
虬
位
に

^

ち
ん
士
す
る
に
方
り
て
も
ニ
ユ
！
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
勞
働
渚
は

r 
メ
力
二 

>

ノ
フ
リ

•
フ
レ
，
ス

」

が

'|
#
彩
の
保
議
す
る
製
造
エ
寒
家
が
最
も
勞
働
密
の
賃
銀
を
低
減
甘 

し
：む
る
傾
向
あ
り
ふ

^

た
：る：推論
に
賛
成
し
て
居
た
。
此
疑
問
の
例
外
を
別
士
し
て
は
二
ュ 

1

•シ

I

シ

—

外
テ

“フ：ゥ
工
ア
州
及
び
ニ
ユ
！
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
も
又
西
部
及
び
南
部 

の
摩
者
市
に
於
て
も
ン
べ
ィ
ラ

.デ
ル

.
フ
;'
:
ィ
ア
及
び
二
ユ
！
ヨ
ー
ク
兩
市
の
勞
働
者
の
採
り
た
る 

i

同
じ
政

#]
を
採
つ
た

0
::
イ，ン

#
 

口
ラ
イ
ナ
州
、オ
ハ
イ
オ
ー
州
等
に
於

C 

V
 

^

も
殆
ん
ざ
昶
ロ
同
音
：に
普

.遍
如
乎
等
敎
育
制
度
を
要
求
す
る
聲
を
即
い
た

W 

ー
\

三

3

ド 

::

フ
ん
：ラ
へ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
於
け

」

る
勞
働
審

■の
七
月
四
日
の
祝
賀
會

Uの
席
で
ア
メ
リ
カ
全
土
の
勞 

，儸

新
K

は
.技
*

の
1

に
於
て
不

闾

か

あ
る
が
其
根
本
の
目
的
を
等
し
ぐ
す
る
士
の
視
詞
が
あ 

.つ

ナ

:
一

丨

ア

ー

ク

.の

勞

働

著

は

負

偾

に
ょ
る
®

獄
、徵

兵

制'
度

®

占

を
■

止

し

，課

税

，
を

平
 

等

公)

並
に
せ
む
こ
ど
を
要
求
し
な

ゾ 

ア
州
の
要
求

も

亦

フ
ィ
ラ
デ
,
フ
ィ
ア
及
び 

!

3

丨

ク
M

rb
;0
努

修

济

の

盟

求

士

極
.め
.て
相
似

し
ハ公
‘立

敎

育

の

外
、負
.懷

に
ょ
る
投
歌 

め
蜂

止
、
職

H

 S

傲
權
資
籤
の

f

、法
雜
及
び
訴
勸
手
緻
の
简
省
、小

I

區
制
度
の
樹
立
等
が

. 

あ
つ
た
。：アメ

 

^
力

I

T

始

め

て

婦
人
に

.選
擧
權

I

張，
す

べ

し

S
の
主
張
を
な
し
た
の 

:-

ぎ
i

卷

(

ニ 

5)

一
 

八
三
〇
ザ
前
後
の
ア
シ
リ
カ
U
,於
け
，る
勞i

級
の
政
鐘
動
，.

第

九

妹

四

一
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十

一

怨
2

ー
班
一

D

,

1

<三
〇
年
前
後’の
ア
メ
リ
ヵ
，
U

於
け
る
勞
働
階
級
の
-政
治
述
動

 

站
九
號 

四U

も

デ
，
ラ
：ゥ
.
エ
.ァ
：州

0

勞

_

_

でぁ
’つ
て
、
一
 

'八

.三

一
年

フ
ー
斤
.！

キ
:

ス
ダ
郡
勞
働

協
會」

.の
州 

憲
法
改
芷
に
關
す
る
報
吿
書
に
現
れ
て
ゐ

る
。

(
c
o
m
i
n
s
,

 

pp. 

294-2ぬ

00)

:
::
へ
r

•イシ

'
グ
ラ
；

X
.K:
:
にv

於
て
も

1

八
三
〇
年
及
び
コ
ー
一
年
に
於
け
る
勞
働
政
黨
の
賛
成
せ 

る
#

殊
の
政
綱
は
實
質
上
：他の
諸
州
に
於
け
る

.
i

同
様
で
、ボ
ス
ト
ン
に
於
て
は
公
立
學
校
の 

0

織
、獨

：占

及

び

負

债

：
に
4

る
.投
獄
の
廢
止
：の
外
徵
兵
侧
度
の
改
善
、宗
敎
士
政
治
の
完
全
な

る 

:

分

:*
、
法
：律
ニ
及
び
：訴

爾..手
續

0

簡
省
低
廉
等
を
要
求
し
た
。

一一ユ！
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
の
典
他
の 

，地
，に
：於
て
も
同
様

^

要
へ
求
：が
提
起
せ
ら
れ
た
。

'即
ち
マ
サ
チ
ゥ
セ
ッ
ツ
州
の
デ
ッ
ダ
ム
、ド
ル
チ
モ 

ス
タ

r

ノ
ー
ザ
ン
ブ
：ト
ン
：、カ
ネ
グ
チ
カ
ク
ト
州
の
ラ
ー
ム
、、パ

I

モント州のクッドストッ 

ク：、ヵ
レ
イ
、等
に
於
，て
之
：を
見
た
の
で
；ぁ
つ
た

0 
I

八
三
一
年
春

T

モ
ン
ト
州
ク
ッ
ド
ス
ト
ッ 

::
ク
■:
§「

ク
ソ
ー
キ
ン
グ

•
マ
ン
ス

.ガ
ゼ
ッ
ト

」

に
揭
ら
れ
た

r

勞働者の政策

」

はフィー

TV.

デダフィア 

:

の「

ス
カ
、一一ックス

.
フ

タ

ー
••フ
レ
ッ
 

'ス」

や
一
一：

ユ
ー
•
ヨ
1

ク
の

「

ア
ド
、ホヶ
ー
ト

」

に
報
せ
ら
れ
た
る 

も

の
i

殆
ん

V」

同

.一
で
、
の

つ

た0

而
し
て
ニ
ユ

I

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
®
に
公
立
學
校
制
度 

お
：获
积
し
た
に
も
：拘
ら
ず
绔
働
者

 

'の
團
結
を
見
る
や
敎
育
問
題
が
第

 

一S

重
耍
な
る
耍
求
士 

し
て
擧
げ
ら
れ
た
の

」

で
あ
つ
た
。
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
の
勞
働
密
の
主
張
に
よ
れ
ば
統
治
權
が
人

;

:;
:

K

に
存
す
る
處
に
於

T

は
普
遍
的
敎
育
制
度
は
絕
對
に
必
耍
で
あ

る
、
然

も

非

生

產

階

殺

:̂
高 

;

等

^

敎
育
を
受
け

i
 

_
宜
を
有
し
立
法

■部
の
任
に
就
ぐ
に
適
す
れ
ど
も
生
產
階
級
は
断
る
好

.

■
.̂
を
す
し
な
し
。

而
し
て
其
原
因
は
敎
育

®

用
の
割
當
の
良
し
き
を
得
な
い

^

で
あ
る
ヾ

」

。

:

*'
(?
.
*
く

し

て

敎

育

带

&

に

對

す

る

要

求

が

ニ

ユ

J

ィ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
も
說

pi
一
« :
レ 

て
提
起
せ
ら
れ
た
の
で
あ

.る
。

「

«

後
見

」

の
問
題

i

技
術
敎
育
の

㈣

靡
に

11
.す
る
討
議

も

亦
デ 

:
ラ
ゥ
エ
ァ
州
、

力

ネ
：V

チ
カ
：

t
ト
州
及

^
ブ

モ

.

ン
ト

州
等
は
於
て
愿
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

p
p.

 

2
9
8
-3
6
1
〕

. 

:

 

.-
-

 

-

.

.

:

:
然

し

乍

も

常

時

：
に
：於:^
る
.ニ
:
ユ
！
ィ
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
最
も

1S
要
な
る
勞
働
述
動
は
是
等
の 

谷
：
:^
.
.广
^

發
rK
に
出
ま
し
且
づ
散
在
せ
る
政
治
辟
體
に

.
よ
っ
て
實
行
せ
れ
た
の

.
で
は
な

C
 

''
こ
一
?

！

ィ

ン

グ

ラ

ン!'*

失
、職
エ
及
び
其
他
の
勞
働
赉
協
#

」
E
n
g
l
a
n
d

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

 

o
f

s

a 

M

s

)

によつ
て爲さ
れたの
である
。此

次

-

\
 

:;
’三
;:
1

年

:+
ニ
月
ロ
卜
ド

.
K

ノィーラン：ド
州
ズ
ロ

.
ビ
デ
ン
ス
に
於
て
代
表
者
の
章
合

.
せ
る
に

f

 

;:
:

;
办ノ
1:'
;/
\

-

四
苹
十
甩
：マ
龙

.̂
:

^

ィ
ッ

州
ノ
ー
ザ
ン
ブ
ト
ン
に
於
て
亡
び

.
た
る
半
經
濟
的
、半 

::

■政
治
、
的、新

し
き

形
式

.の
勞
働
恶

の.園

結

で
.
あ
っ
：た

6

而

し

T

當
.初
..は

十

時

即

勞

働

を

耍

求

す

:

:

:

m

-一i

盤

C
1
1

五I
1
D
.

十
八
三
〇
印
前
後
の
ァ
メ
リ
ヵ
|-
於
け
る
勞
^
^
級
の
政
治
躯
動
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八
三
0

郎
前
後0

ア
メ
リ
カ
^
於
け
る
勞
働
赌
級
の
政
治
述
勒

 

笫九
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四
四 

る

に
；在
つ
た
が
、直
艘
行
動
に
よ
う

T

勞
働
時
問
の
短
縮

/
が
到
底
實
现
せ
ら
れ
難
き
を
晃
て
、綱

領
を
修

IH
し
政
治
上
の
問
題
を
も
其
中
に
加
ふ

る 

於
て
，は
州
の
政
治
に
勞
像

#

が
活
動
す
：る

」

V 

i > 

ド
協

#j

自
身
は
ニ
ユ
ー
，イ
ン
：ダ

.ラ
y

ド
諸
州
の
立 

を
限
定
し
た
の
で
あ
る
。

ぐ「

一
一

:

ユ
丨

•イ
ン
グ

ラ

ン
ド
協
會

」

は
フ 

同
様
に
：勞
輕
時
問
短
縮
の
®
求
か
ら 

デ
ル
フ
ィ

:.
ァ
0
: 二
部
に
於
て
+
時
間 

ド
に
於
て
は

?1
.エ
#

»

豸
、エ
場
の
勞

ぁ
つ

を
な
：した
；

が

失

敗
に

終

つ

た

こ：ど

が

に
至
り
、斯
ぐ
し
て
マ
サ
チ
ゥ
セ
ッ
ツ
州
に 

な
つ

.
/2
の
で
あ

.る
が

「

ニ
ユ
ー
•イ
ン
グ
ラ
ン

法
部
に
提
.出
す
る
請
願
書
の
作
成
に
其
生

耍
な
る
活
動 

前
述
の

如
，
 

努

ff
政 

S

及
び

フ.
ィ

ラ
 

イ
ン
グ

ラ
ン 

て

ゐ
た
の
で 

ス
ト
ラ
イ
キ

ダ

力
に
於
け 

れ
む

' 
こ
i

を 

に
.終
つ
た
。

ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ァ
：及
び
ニ
ュ
！

ョ

ー

ク
の 

生
れ
た
の
で
あ
る
。
眯
に
、二
ュ
！

 

ク
 

勞
働
が
行
れ
て
ゐ
た
時
に
於
て
も
ノ
ー

 

ュ
！ 

働
者
は
依
然

「

日
出

' 
よ
K
v 

H沒
ま
で

」

勞
働
し 

シ
に
於
て
は
大
工
が

十
特
問

勞
働
の
爲
に 

あ

^
此
ス
ト
ラ
ィ
キ
に

就
て
は

wl
m「

7

メ

る
初
期

0

勞
，働

組
合
せ

勞
働
爭

議」

本
誌
第
二
十
卷
第

十
二

號
所

栽)

を
參
照
せ

ら 

蕴
，む

)

;0
次
で
-ー 

八」

ニ
。
年
雜
築
エ
及
び
石
エ
が
再
び
之
を
企
た
が
又
復
不
成
功 

是
等

.の
■.火
.敗

あ
..り
し
に
も
拘
ら
ず
ボ

ス.

ト

ン

の
み
な
ら
ず
ニ
ュ

■
丨
.
•イ
ン
.

y
ラ

y

全
體
に
十
時
讥
勞
働
運
動
が
益
々

®

士
な
り
、

|

八

三

一
年
十
 

一2P. 
ロ
ー
ド
•ア

イ

ラ
ン
ド

^
:

;:

:
K 
ロ V

デ
.ン
ス
の
職
土

 
；及
び
機
械
エ
は
翌
三

J

一
 

年
三

同 

:

る
こ
士
を
決
無
し
、

'

|

鹰
月
後

K

に
各
地
の
代
表
が
同
所 

大
會
：を
關
催
す
る
こ
と
を
，決
定
し
た

0

之
が

「

二
 

r

.

ィ 

あ
る
が
、此
處
で
決
議
し
た

+
.時
_
勞
働
は
熟
練
エ
も
同 

つ
た
。
勞
働
時
問
の
問
題
は

「

⑩
ち
閑
暇
の
有
無
の
問
題

,る
の
は
有

;1
]

な
る
勞
，働
の
：評
價
の

.低

き

，
』

i

で

あ

る

。

.

.

:
:
. 

. 

.

，

己

の

：
知

識

に

依

て.坐

活

す

る

，；者

'は

削

結

し

て

自

己

の
 

T
、0」

常
の
勞
働
に

_
,
卿
た
る
者
は
相
互
：の
利
益
を
伸
張 

.自
_己
を
防
衛
す
る
こ
：

i

が

：出

來

ず

、
常

に

'
社

會

の

下

層

に
 

な
ら
ぬ
。
是
程
失
意
せ
し
む
，る
も
の
は
な
い
ふ
勞
働
者

此「

チ，ノ 

！

ィ

ン
ダ
ラ
ン
ド
協
會

」

は

明〗

に

あ

ら

ゆ

る
生
產

階

級

、
即

ち

農

夫の
み
な
ら 

勞
働
考
及
び
工
場
勞
働
若

■を
：も
彼
等
の
地
位
を
改
薺
す
る
爲
に
團
結
せ
し
め
ん

i

し
 

V

る
：傭
主
も
亦
生
産
者
：中
に
：數
べ
ら
れ
協
會
，の
保
護
を
受
け
る
權
利
.を
認
め
ら
れ
た

:
:#;
ニ
十
一

怨
2

ー'
五
瓦)

に
一,
<
三

〇

.啤
前
後
の
ァ
メ
リ
ー
ヵ
に
於
け
.
る

勞

働

階

級

の

政

治

述

妨

 

第
.：？

或

は 沈 す 比 財 で 意 ン に ニ 
主 論 る 較 產 あ し グ 會 十  

張 し 爲 ® を る 一 ラ 合 日 

す 他 に 要 有 が 般 ン し 以  

る 。) 圓 性 し 之 の ド て 後  

颐 結 を K] と 承 協 ニ 十  

使 し 增 暇 密 誕 會 月 時  
に 又 加 を 接 す あ ボ \\\] 

甘 は す 有 な る 最 ス 以  

じ 他 る す 關 士 初 ト 上

な に 一 る 係 こ の ン 勞

對 方 者 を ろ 食 に 働  

て し し 又 有 で 合 於 せ  
は て 於 は す あ で て ざ

くの た す、 

1 で ° 職 
あ 小 エ



第

二

十

一

怨a
1

五
六)

1

人
三
〇
年
前
後
の
ァ
メ
リ
ヵ
1;
於
け
る
勞
働
階
級
の
政
治
運
勑
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四
ふ
ハ

る。
而
し
て
農
民
に
は
一
般
勞
働
階
級
の
諸
狀
態
を
改
善
す
る
爲
に
後
援
せ
ん
こ
ヾ

」

を
希

0
 

し
做
ほ

.農
民
マ
し
各

®

0
職
エ
及
び
勞
働
者
士
は
木
可
分
の
利
害
調
係
に
在
り
、總
て
生
産
階
級 

の
利
益
は

f
t會
に
於
"け
る
各
他
の
階
級
の
正
當
な
る
要
求
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
ギ
孫
の 

幸

福

：：に
：茁

大

な

：
る

も
」

冷

で

：.あ
る
、然
も
是
等

0

根
本
的
利
益
の
安
全

€

殷
#
士
を
保
障
す
る
立 

法

制

：度

は

存

しな
：：

い
,'
i

食
づ
七
ゐ
る
ゾ
つ
他
の
：地
に
於
け
る
勞
働
政
黨
は

.農
民
、職
エ
及
び

' 勞
働 

者
の
三
階
級
を
加
入
せ
し
め
る
こ
士
が
屢
で
あ
る
が
ご
ー
ニ
ー

.
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
協
會

」

は
疋
に
エ 

場
勞

»

者
を
第
四
の
階
級
；

i

し
て
附
加
し
て
ゐ
る
。

二
ュ
！
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
脒
に
製
造
エ 

業

，が

隆

昌

に

赴

き

、
一
一
ュ
I

.
ョ
ー
ク

r

タ
ィ
ム
ス

」

の
云
ふ
處
に
よ
れ
ば
マ
ナ
チ
ゥ
セ
：ッ
ッ
州
は
全 

土
に

.

.傅
®
せ

る

E

大
な

へる
法
人
會
祉
の
歷
迫
の
下
に
沈
淪
し
つ
、
あ
る
の

.
で

あ
り、從

つ

て
エ 

場

勞
働
：
S

獨

立」

せ
':
'
る：
て
階
級

i

し
て
承
認
せ
ら
れ

る
j

事
實
に
於

て：
±
場
勞
働
は
熟
練
作 

:

謂
普
通
の
勞

«

者

の

不

熱

、
練

」

作

業

の
屮

on
に

位
す
る
も
の
で
あ
る
。

X

場•

勞
働
渚
の
問
に

- 

は

求

だ
外

國
に

M
,る
が

如
き

S

®
な
る

貧
窮
は
發
生
し
な
い
.が
脒
に
其

兆
候

は

之
を
見
る

の
 

で
あ
つ

て
、
彼
等
が

「

ニ：ユ
ー
•ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
協
會

j

に
參
加
せ
ざ
る
は
'却
て
邦
無
氣
カ
な

る
證
.左 

士
は
あ
る
ま
い

か
i

j
,一代
表
は

言
つ

た
。

「c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

3
o
2
_
3

〇
6)

伊
て

「

一一
.

!

ィ
ン
ク
ラ
ン
ド
協

#

J

の
成
立
せ
る
當
時
に
於
け
る
勞
働
時
間
典
他
に
關
す
る 

:;
狀

解

は

以

上

の

，如

ぐ

で

あ
.

る
：が
、協

會

の

大

會

及

び

库

業

上

の

活

動

は

如

，
何

.

で
ぁ
つ
た
か
。

:'
!

|
/1
三

1

年
十
二
為

 ̂

ロ.
ビ
デ
ン
ス
に
開
催
せ
&
れ
た
る
第
一
囘
の 

太
.，
#
に

就

て
は
協

*
.の
.本
則

i
工
場
地

.方
に
，於
け
る
少
年
エ
の
敎
育
及
び
敎
育
幷

に
德
性
に 

®

す
.る

.
こ
#

員

#

の
報
«
が

殘
存
す

る
の
み

で
詳
細
は

.判
明
し
な
い

.♦
か、
大

會
の
目
的
は
勞
働 

;
階
.級

の

努
力

を
集
中
：す

.る

.

^
段
を
講
じ
.勞
働
時
問
を
短
縮

し
、双

育
を
促
進
し
、ア
メ
リ

.
ヵ
自

11
| 

/
民
士
し
て
の
權
利
を
保
持
す
る
に
在
つ
：

た

.'
'0
次
に
此
協
會
は
尠
く
共

一
部
に
就
て
は

「

勞
«
騎 

::
士

ff
l
C
Ks.
g
h
t
s 

of L
a
b
o
u
r
)

の.如
ぐ
で
は
な
い
が
大
產
業
紐
合
ね

ら
ん

i
し
て
居
り
、十
か
間
勞
働 

:̂
沙
議
し
/
る
狀
表
者
は
言
及
し
な
か
つ
た
が
ス

ト
ラ

ィ

キ
.
を
も
敢
て
辭
し
な
い
も
の
で
、各
 

丨
浪
合
：員

は

1

年
五

-十
苹
セ
シ
：ト

.を
支
拂

「

ふ

V

し
士
云
ふ
戰
時

金

靡
の
规
定

，が

■設

け
ら

れ
、又
釦 

I
:合
員
は
實
質
上

農
：
民「

.{:
#

ざ
：，る
考

0
:外
一
 

一
日
の
賃
銀
の
十
分
の

一
の
割
合
を 

:及
て
；
割
：僧

賃
銀
を
受
ー
ぐ
る

(:
'

非
ざ
れ
ば

一
日

十
時
間

以
上

勞
.働
せ
ざ
る

®

を
本
則
に
规
定
し 

で
.ゐ

る

■第
二

IB
)
.
の
大

會

は

|

八
H

一j

年
九

.月

、ボ

ス
ト
ン
に

於
て

M

M
せ
‘
ら
れ
、ユ
ユ

！

ィ
ン

ク
ー
フ
シ

!

~

I 
—

力
ネ
ク
チ
カ
ッ
ト
、ロ
ー
ド
•ア
イ
ラ
ン
ド
、一一ユ

ー

二

ン

•

フ
シ

ャ

1

、メィ
ン
、

へ第二十

s
 

C
l
L

丑七〕
一

八三〇年前後の

ア
メ
リ
ヵLL

於
け
る
勞
働
階
級Q

政

治

磨
 

第

九

號

四

』



第

二

十

一

怨c1
1

五
八〕

一

八
三
〇
年
前
後
の
ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
勞
働
階
級
の
政
治
述
励

 

铱九號
 

四八
 

c

チ
ゥ
セ
ッ
ッ

_

_
か
ー
ら
代
表

^

が
派

31
せ
ら
れ
た
。
此
大
會
に
^
て
は
典
主
た
る
問
題
が 

,
十
時
；間
勞
働
ょ

&

政
治
問
題
に
移
つ
た
。
十
時
間
勞
働
に
就
て
は
！

i

に
之
を
施
.行
せ
る
處
に 

あ
'-C
V

て

は
熱
心
に
：之

.：を〕

繼
緻
す
る
こ

V
Jを

11
吿

し
、
且
つ
手
ェ
璨
業
の

#

部
に
廣
く
施
行
せ
ら 

4

>

こ
ど
を
勸
吿
ず
る

0
.決
_議
を
見
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
遮
莫
、何
故
に
斯
く
の
如
く
論
題 

の
中
心
が
移
ぅ
行
つ
た
か
。
そ
れ
は
ボ
ス
ト
ン
の
造
船
大
工
が
十
時

[i
l
l勞
働
の
確
立
に
失
敗 

し
た
こ

V
J

に
原
因

:1
*
:る
の
で
あ
る
。
當
時
造
船
業
は
二

 

f

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
け
る
繊
維
ェ 

業
に

次

ぐ
重

5

業
'
で：ぁ
る
が
未
だ
手
ェ
を
主
士
し
所
謂
商
人
資
本
家
時
代
を
脫
す
る
事
が 

出
來
ず

、此
•

業
に

|«
係
せ

:'
:
:る
商
入
船
舶
業
者
が
.材
料
を
提
供
し
勞
働
に
就
て
は
親
方
勞
働
者 

i

契
約
す
る
有
様
，で
：あ
，つ
た
。

然

る
に

「
ニ
ュ
ー

•
ィ
ン
ダ
ラ
，ン
ド
協
#

」

に
於
け
る
討
論
の
結
粜 

.に
_

き

&

fn
大

X
の
み
な
ら
ず
家
大
ェ
、石
ェ
、ぺ

X

キ
ェ
、ス
レ
ー
ト
ェ
、製
帆
ェ
が
合
議
の

上
十 

時
.間
：勞
働
の
粟
求
を
發
す

.る
や

&

等
に
關
係
あ
る
ェ

.業
の
親
方
は
直
：に
此
要
求
を
拒
絕
し
或 

は
：事
業
を
繼
續
す
年
爲
：に

」

市
，內
：
©

職
ェ

.を
出
來
る
だ
け
狩
集
め
る
等
の
手
段
を
採
つ
た
0
其 

後
の
：事
情
は

他

の
士
 

_

に
於
て

'.
は
不
詳
で
あ
る
が

.ポ
ス
ト
ン
及
び
チ
ャ
ー
.ル
ズ
タ
ゥ
ン
の
造
船 

大
工
は
遂
に
親
方
に
:ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト

を
惹
起
さ
し
め
る
に
茧
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

而
し
て
一

•A
ニ
五

.年
の
ボ
ス

」

I

の
I

f

 

h

 

S

t

同
じ
ぐ
商
人
及
び
船
主
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を 

:

*
服

す

：
る

先

達

々

ぎ

、
五

月

十

五
.
H
啤
合
に
屬
す
る
職
工
を
使
傭

.せ

す

、
又

是

等

の

者

を

使t 

す
る
親
方
職
工
に

I

事

を

；；與

へ
ざ
.

メ

こ
.
ど
を
決
議
し
且
つ
商
人
は
此
決
議
を
有
效
？

し 

_

i

爲
に
ニ

 

C

ド：ル
の

|

を
な
し
た
-

而
し
て
其
一
週
間
後
親
方
造
船
ェ
妞
合
は
其
傭
主 

た
，る
前
述
商
人
資
本
家
の
：決
議
を
支
持
す
る
こ

\

レ
を
決
議
し
た

 > 

之
に
對
し
て
職
ェ
は

' 直
に

商
.人

^ *
才
^
 
{ 

f

し
、：
黎
明

i

抗
議
士
を
提
出
し
た
が
、結
周
+
時
間
勞
働
の
要
求
は
失
敗

に

'

.

 

.

.
• 

■'
 

. 

.

:

第

三

囘

の

，
大

會

は

ー

：
八

：
三

.三

.年
十
月
：ボス
ト
ン
に
開

,

甘られマナチクセッツ

>H
、メ
イ 

ン
州

、
T

r

 アイラ

 

y 

If
f

し

自

^

倩
に
ょ
る
投

I

場
に

於

け
る
少
年
ェ
の
狀
態
、女

H

の

地
位
に

關
す
る
調
聽
員 

者

七

命

せ

ら
れ、
♦

年

1C
.及
び
女

H

 

0

保

課
に

關

し
て

各
州

夫
々

の
立
法
部
に
提
出
す

る
请 

取
書
を
单
備
す

ベ
き

こ
と
を
決
議
し
、次
に

力
ネ
ク
チ
力

ッ
ト
州

ト
ム

ソ

ン
ビ
ー
ル
に
在
，る「

ト 

ム
.ソ;ン

f

i

物
製
造
食
社

」

の
職
工
の
投
獄
事

#

の
調
査
を
な
す
爲

I

M

會
を

1

す 

へ
ム
々
の
臃
_

が
f

な
.
0

W
論
を

惹

起
し
た
。
此

W

#
は
同
會
社
が
機
織
工
の
賃
銀
敷
合

第
二
十S
 

(
1
1

五
九)

I

I

年
前後の|

|

|

働階級の政

靈

動

I

四
%



1

一十一

怨

(

二
，4

ハ〇

)

：：一
八
三
〇
印
前
後
の
ア
メ
リ
ヵ

1
1炎
け
る
勞
^
^
联
の
孩
治
述
锄

 

弟
九
號 

五
o

を
每
絕
し
た
る
爲
，に，

*

エーが：ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た
る

.に
ょ
り
會
社
は
其

'

首
！！

者

に

参

し
'T 

损
害
賠

.愤

.請
求
の
觀
通

.を

.提
起
し
た
：の
で
あ
つ

て

、

ァ
ノ
リ
力
に
於
け
名

此
«

の
餅
舉
事
|
:
の 

矢
： .

で
あ
つ
た

0

調
査
参
眞
の
報
告
に
は
同
會

.社
の
，職
工
の
待

^

は
激
埒

に
し
て
ゝ
滕
迪
的
で 

あ 

>
、且
つ
一
エ
場
の
*
則
を
强
制
す

る

爲
に
勞
働
者
の
同
意
を
得
す
し
て
.#通
の
盤
獄
を

利 

f

す
る
は
入

ff
i

M

_
で
あ

' 
る
i

述
ベ
て
ゐ
る
。
次
に

農

民
、職
エ
及
び
寄
働
^
は
各
都
市
夫
 々

.組
合
を

.

S

織
し

»
絡
_委

«!
:を
|設
.き

相
瓦
に
聯
絡
提
携
し

一一
ユ
ー
•イ
ン
ダ
ラ
ン
ド
全
土
に
亘
る 

諸
.業
勞
働
組
合

(
T
r
a
d
e
s

 

u
n
i
o
n
)

、を
組
織
し
ょ
ぅ

i

の
決
議
が
行
れ
、又
ベ

ン
シ

,、へニ
ァ

#

の
 

:'
:ジ」

ン
■•
フ
ァ
ー
レ

V

の
提
出
：せ：る
全
國
的
組
合
組
織
の
問
題
が
決
議
の
形
式
を
以
て
出
現
し 

允
。
之

.は
中
部
諸
州
の
勞
働
^
に
大
會
出
席

を
勸
請

す
る

の
で
あ
つ
て
、全
國
大
會
の
目
的
は 

明

0.
:で
は
な
い

.が：政，治

^

題
，に
就
て
活
動
す
る
爲
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
第
四
囘
即
ち
最
後
の 

大
食

.は
一
八
三
四
年
九

^

マ
サ
チ
ゥ
セ
■ッ
ッ
州
ノ

 

I
ザ
ン
グ
ト
ン
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
が 

典
後
間
も
な
ぐ
同
所

「

に
於
て
開

«

せ
ら
れ
た
政
治
大

't
の
爲

'

K
倒
せ
ら
れ
た
形
で
あ
つ
た

。 

ハジ
H

ン
'フ

ァ
I

レ
ル
は

7

ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ァ
に

於
け

る
勞
働

.«

合
運
®

の
*

も
傑
出
し
た

る
 

指
導
考
の
一
人
で
；あ
つ
、た

.

)
(COInmons, 

pp. 

3Q

o\-3I5>

:'
,:" 

i
ィ
ン
ダ
ラ
ツ
ド
協
會

」

の
火
會
の
經
過
は
以
上
の
如
，ぐ
で
ぁ
る
が
次
に
實
際
政
治
界 

--.

に
於
け
る
活

®/
は
如
，何
で

':
ぁ
づ
セ

.か
。

.之
に
就
て
は

j

八
こ

.三

年

及

び

三

四

年

に

於

け

る

，マ 

サ >

 

ク
セ
ツ
刃
の

_

齊
戰
奶
經
姬
を
述
、ベ
る
こ
士
、
し
よ
ぅ

.0「

八 

一
二
三
年
に
於
け
る
マ 

:サチクィツ少在ぉの

&

舉

:|
:
於て從來ジャクスン派デモクダット黨に

»

して

 ̂

んネム

」

ぐシ

'ィ
> K

■ラ
:ン
^

_
產
階
ー
級
：の
利
益
が
政
治
の
指
針
で
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
士
の
手 

:

紙
を
公
に
し
其
後
問
：も
：な
ぐ
チ
ャ
丨
ル
ズ
タ
ク

V

よ

れ

で

州

知

S

候
補
者

i

な
つ 

I
:た
が
、競

：#
者
デ
ー
ビ
フ
，に
比
較
す
れ
ば
非
常
な

^
 

次

に

。
丨
ウ

-
レ

:

:
於
：け

.る：勞
働
政
黨
は
他
の
：政
鐵
の
爲
す

.ど
こ
ろ
に
何
等
，顧
腐
ぜ

‘
^
下
院

«

員
の
候
補
者

f

レ 

:
,て
十
二
名
を
指
名
し
た
る
も
、其
中
重
ね
て
他
の
脓
成
黨
派
よ

P

指
名
せ

.
ら
れ
た
■る
者
は
破
ぐ 

i
u
aii
し
た
る

.
に
反
し

:|
£

^

た
る
勞
働
政
黨
の
候
補
塔
は
僅
に

.1-
1
:
1

1、

三
十
の
投
票
を
得
た
の
み 

.で
^
つ
ナ
 

ー
ノ
三
い
四

#
.に
は
前
但
外

^

^

の
候
補
に
立
ち
た

^

ダ
ム
，
ユ
ル
：

v
ィ
，ア
ラ

\

を 

:

苒
び
州
知

^

「

一
一
ユ
！

ィ

ン

グ

ラ

ン

ド

協

會

」

の
V
前
會

■長
を
副
知
，事
の
候
補

.者
に
指
名
し
た
，
然 

し
此
大
會
に
出
切
し
た
代
表
教

の
ス
數
は
僅
に
十
四
名
に

~過
#

ず
、投
：舉
：の
結
架
も
殆
ん
ど
言 

':
:

^
に
足
り
な
い
も
の

;1
?

ぁ
っ
た
。

マ
サ
チ
ウ
セ
ッ
ッ
州
に
於
け
る
政
治
述
動
に
於
て
は
勞
働 

.

.と
一
i

筋

(

一
一
六')

:
;
,一.八
S

作
前
蛾
の
ア
メ1

猛
け
募
働
階
級
の
政
 

笫

焱

五

一
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第
一
一-k

i

翁
：
c

r:

六〗
n
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1

八
；三
〇
年
前
後0''

ァ
メ
リ
ガ1-
於

け

ぢ

勞

.
働

階

級

の
政
治
運
動
ー

 

笫

九

號

：

五1
1

 

政」

鞔

は
"
數

に

於

て‘微
锻
な
ハ
る
の
み
な
ら
ず
其
候
補
者
も
：又

.
多
ぐ
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
黨
か

&

擧
げ

，
.

-
r 

- 

^
 

 ̂

h
. 
の
勞

*

考
#

國
.會

鱗

：員
：

候

補

者

に.指
名
し

^

る
ク

’ 

/

:

ァ
：ム

.フ

.ォ
:.
.
*
.
ス
タ

1

も
共
に
デ
年
ク
ラ
ッ
ト
黨
等
で
あ
つ
た
。

(
c
i
l
n
s
,

 pp. 

3

1

20,)

マ
サ
チ

‘
ゥ
セ
ッ
，ッ
所
及
び
：其
他
の
：二
ュ

!

ィ
ン

「

グ
ラ
ン
ド
諸

' 州
に
於
け

る

政

'治

運

動

に

於
 

:
て
既
題

’
1
な
つ

.
た
：政
治
上
及
び
經
濟
上
の
耍
求
は

' 
如
へ
何
な
る
も
の

で

あ
■る
か
。

「

一

V

ュ
！
ィ
ン 

l

 

e

 v

ド
：協會

」

は
當
初
經
濟
幽
體
で
あ
っ
た

^

後
，
に
：
政

治

團

體i

し
て
活
聘
す

.る
こ
ふ
、
な

’ 

ん
從
つ
て

.其

.動
む
る
；噂

ft
:

®
工
®

置
‘權
、徵
兵
制
度
の

.改；革

*
.法
の

.
簡
爾
選

.舉
權
の

.
傭
.張
、借

0
 

锋

の

、
收

正

、
租

掷

制

度0
ー.改
亚
、銀
行
及
び
其
他
の
，獨
占
：制
度

'の

改

芷

、負

債

..によ

る

役

■

パ

廢

止

、 

パ
勢
»

に
：•對

す

る

保
_纖
> 就

中

；女

：エ

：及

び

少

年

エ

に
.對
す
る
エ
，
_場
法
の
制
定
、特
に
エ
場

^

み
の
.少 

年
、
の
：，：敎

育

を

规®

す

.る
善

^

な
る
敎
育
制
度
の
.樹
立
及
び
勞

.働
時

.
間
；の
'短
縮
等
を
丰
張
し
て 

ゐ
る
？
純
粹
の
政

.治

.±:
の
要
求
は
^
一

 1

囘
大
會
迄
現
れ
な
か

' 
つ
た
の
で
：あ
る
が

.上
述

.の
諸
間
：

:

題

の
中
エ

©

地
方
に
於
け
：る
少
年

H

の
敎
育
は
始
終
最
も
麗
ー
要
な
る
地
位
を
占

■め
、次

.に

職H

 

.
,
«
置

酿

、
徵

兵

制

度
：：

の

、
改

革

等
：：

はv

餘
.ぅ

重

要

靦

し

な

勿

つ

 ̂

• 

0
.

で
あ
.る
；
が
勞
'働

者

の

財

産

を

保 

議
し
或
は
負
擔
を
輕

«

す

る

.：
：
爲
ー

{;
第

ー
一阃
の
大

ヾ
會
に
於
；
て
，考一
it
せ
.ら
.れ
、又
フ
イ

ラ
デ

ダ

フ
.イ
ア

及
.び
ニ
ユ
ー

> ,-n.

丨
ク
で

：

は
問
題

VJ.

な
ら
な
か
つ
た
選
ま
權
擗
張

.は
制
限
選
取
が
ロ
ー
ド
•ア
ィ 

ラ
ン
ト

#

に
殘
存

‘し
•
て
ゐ
た
か
ら
必
辦
の
項
目
士
な
つ
た
の
で
あ

'る

、

祖

.税

制

度

に

就

て

は
 

■
>
;メ
'3
;
.カ
に
於
け
る

_
,最

初

：0
.少
年
勞
働
反
對
論
者
で
且
つ
自
ら

1

言
：ふ
處
に
ょ
吖
尤

-
多
乍
免
.て
 

ー:
バ

:

«-
に；生

.活
し
彼
等
の
間
に
在
り
て
勞
働
し
、巡
視
し

'た
る
セ
丨
ス

•
ル！
タ
ー
が
エ
場
制
度
に
關 

■
す
：る

.紐

竹

.を

ぞ

て
一
一
ユ
1

，ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

*|
1

戟
し
、又
躭
に
ィ
ギ
ジ
ス
に
實

M

せ
る
が
如
き 

.
弊
.:*
.の
#

生
を
防

«

卞

る

：：は

獨

々

自

由«

易

に

ょ

ぅ

て

可

能"
で

あ

る

の

み
4

議

論

を

以

て
 

;

t
戟

し

た

，

ャ—

ス
•，
ぐー

.タ
,
1
-のr

 
ニ」

 

ン

ド

の

勞

働
_

に

對

す

る

演

動」

>

&

|
 

逆

：

t
h
e 

I

I

:
 

I

。
£ 

f

 

I

f

 

o
n

 

ま
 

S
t
ate 

. o
f

 

E
d
u
s
f

 

I

 

o
n 

f
 

‘C
o
n
d
i

 

o
f 

the 

p
?

 

d
u
l

 

c
l
a
s
s
e
s
'
m

 .
E
u
r
o
p
e
,

 a
n
d

 

f

 

erica, 

I

 p
a
f
l
a
r

 

R
e
f
e
r
e
n
c
e
;

 to 

t
h
e

 

E

f
 of

 M
a
l
c
t
u
r
i
n
g
c
a
s

I

 

c

l

e

g

)

 

a

.

f 

l

o

p
 

the 

s
a
l

 

f

 

I

f

V

ヴ
チ
ク
セ

■ッ■
メ
ィ
シ

k

k
 

!
パ
ン
ブ
シ
：ャ
ー
諸
州

0

各
地
に
於
て
行
れ
た
當
時
の
勞
働 

ぃ
:

:,
:
:

蓮
動
、就
中

「

テ
"

！

o

?

:

シ
ド
協
嗇

3
に
.
.影
響
，を

.及

.ぼ
、す

こ

士

顧

る

多

大
‘で
あ
つ
た
。

::
k

::
,

1

i

し

て

：

H

場

.法

の

新

：開

：題

を
 

;::
;
:擧

け

て

居

る

。

外_

頗

：
々

公
1£
.の

狀

を
_呈

す

：る
3:
.場
.の

乘

務
‘中

に

最

も

響

戒

す

：

T

き

弊

害

，が
：

;
::
第
こ
i

卷

(

.一s
i

>
」

九
三
〇
年
前
後
の
ア
.メ

 

於
.け
る
勞
働
 

热

九

號

五

さ



?

1

十
5

 

(

ニ

六

：：
四

)

：

1

<

三
0
.
年
前
後
，の
ァ
メ
リ
ヵ
1;

於
げ
ぢ
，勞
働
啤
辑
の
'政
'治
述
鲥
 

第
九
號 

五
四

潜
：む
で
ゐ
：

る
。

製
造
品

.の
低
：
.麟
及
び

A
手
の
安
易

^

る
こ
士
を
以
て
靑
年
の
へ

»
康
及
び
：
.德
#
 

の
鐵
敗
の
代
償

-
'

j

す
る
こ
士
は
出

*
な
い
。
ェ
：場
制
度
は
其
本

®
上
多
數
の

#
を
一
個
.所
に 

集

め

：：
少»

の
傭

■生
に
依
賴
せ
し
め

•自
：
5

唯
一
の
保
障
で
あ
る

®
:立
，
の
：

精
：-

神
を
永
久
に
壞
滅 

せ
し
：め
る
が

.故
に
•：ァ
メ
リ
ヵ
：の
諸
朐
度
の
精
神
士
相

.容
-れ
ぬ
も
の
で
あ
る
：

i
述

V

て
ゐ
る
。

0:
:
■

に
於
け
な
女
ェ
及
び
少
年
ェ
の
狀
態
は
特
に
注
®

の
焦

a

i

な

つ

た
も
の
で
'「

ニ
ュ
！

ィ 

シ
グ
ラ
；

ド
協

#」

は
：
.ー
八

3

ー|
年
：の
大

#

に
'於

で

少

へ

年

ェ

：
は.朝
か
ら
晚
迄
ェ
場
，に
於
て
健
康 

.の
壻
進
ふ
精
神
敎
化

0

時
間
も
與
へ
ら
れ
す
勞

.

「

働
、す
る
ご
ふ

'を
.：許
さ
る

/:
ベ：き
で
'な
い
，夫
は
少 

い
每
||
|

,

身
，の

幸

.福
占
健

_

i

:

を
危
殆
に

陷

る
ゝ

;の
み
な
ら

'す
國

.家
に
對
し
て

.は
次
の
時
：代
に
於
；，
 

:'

で
：公

！
®

及

び

民
：：

の
#

灌
を
享
有

.
'し
#

務
：を
遂
行
す
る
に
適
せ
ざ
る
國
民
を
作
る

'■こ
i

に
 

な
る
：ふ
の

決

議

を
な
し
て

ゐ

る
6 

'
'其
後
の

マ
，
尤
.
チ
' 

ゥ

セ

ッ

ッ

州
の
政
治
運
動
に
於
て
も
少
年 

#

働
は
間
題

$

な

.つ

.
/3
の
で
あ
る
。
勞
働
政
黨

.に
於
け
る

i

间
じ
く
敎
育
制
度
の
：

.改
：善
は

「

ニ
 

:.
ュ；
‘！

ィ
•
ングランド協

#

に
於
て
も

.第
一

.の最

•韋
舉
な
：る
政
治
問
題

F

あ
つ
た
。
然
し
乍
ら 

;

«

f
に

於

て

‘
は
其
主
張
の

m

心
.
.を
少
年
ハ
ェ
ー
の.敎

..育
に
0

ぃ

た
報

が

前
容

i

興
•る
點
で
あ

る
。 

"敎
.育
，の
.
缺
欠
は
職
工
及
び
.勞
働
漭
の
地

位
を
低
劣
な
ら
し
む
ム
重
：大

M

つ
根
本
の
股
因
で
あ

:
る
ビ

r

i

囘
の
大

!#
に
於

」

し
主

^

せ
.
ら
れ
■た

0

勿
論
莫
大
な

' 
る
資

金
が

敎

育
に
、费
さ

fc
た、然 

し
.乍
ら
其
支
出
は
：

1;

-般
公

.民

.の
爲
で
は
，

な
.
加

つ
た
.
の
で
あ
る
。
次
に

「

二
ユ

1
.ィ
ン
グ
ラ
ン
ド 

:
協
ま
の

.

.敬
育
に

.關
す

4

:费
鼻
會

a
所

謂「

共
和
敎

«

即

ち
备

州
の

.
费
用
.を

以

て
*,
持
し

何
：
人

,

一
 

對
し
て

も
無
料

：̂

:る
勞
働
學
：校

'
に
*

成
す
■る

こ
ど
を

述
べ
、又
初
等
敎
育

.
の.外
に
共
和
政

^:
0
丨
 

眞
の
原
則
に

犹
て
も

敎
授
す

る
.
こ
ミ
の
：必

.耍
を

’も
,
き
、恥
し
て
エ

^

勞
働
：に
從
事
す
る
少
年 

及
び

»
年
，に
對
す
，る

敎ヾ：

»
を
.充
«:
せ.し
ひ

v

き
決

m
を
な
し
、®
«
は
就
敎
育
制
度
の
帘
立
の 

容
易
の
業
に
非
ざ
る

'こ
ど
を
述
修
し
て
：ゐ
る
。

(
c
d
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

3
2
0
-
3
2
4
)

:一
敎
育

が

去

要
セ
ネ
政

.治
：上
の
要
求
で

办

っ
，た

.ミ
同
樣
に

.

.■
暇
は
，
主
，驗
な
；

る
產
業
上
の
要
：求 

で
，

た
こ

ラ
ュ
ー

4
 

ょ
り
て

十
時
間
勞
働
を
實
现 

:

し
や

ラ

V
J

し
た
が
第

1
1商

：
の

大

會

，
は

各

州

の
.立
法
部
に
靖
願
書
を

.撮

出
：.

す

：
る

こ

ふ

」

を

勸

吿

し
 

'
た〕

而

し

て

一一
ュ_

 

?
ブ
ン
の
代
表
は
ー
八
三

H

年
の
大
會

'に

於
て

2

勝
.問
‘を
.，规箄
す
る 

一；
法
雜

は

勞

.
働
济

に
#

康

0:
,保
棟
及
び
精
神
の
修
藜
を

.

な
す
閑
暇
を

”與

へ
.修
主
を
も

.又
利
益
.す 

:
る

も

の

で

あ

る」

こ
ど
を
主
一
張
U

て
.
ゐ
る
'。

.勞
，働
.晚
：啤

短

就

の

要

'求

は

主

、ビ

し
て
‘

時
ー
_

9
勞 

.働
：に
，：ょ

.
る
-肉
®
上
の

.
m
.
m 

V 」

自
身

.の
修
：養

.向
上
の

.爲
に
職

■
を
-希
'
 
爾
す
ー
合
こ

' 

e.

に
，あ
.る
。

然

k

一
十
5
ン

(

二
.六
五
メ
.
 

一

A
三
〇
辯
前
後
の'

K

 
メ
.
y
.

力
！. ：

.於
げ
.ん
努
_
歡

故

ゆ

紙

能

運

跳m:
fu
,號 

花
7ノ



第
ニ
+'
i

鲁

.
,

(
I
1

六
'六)

:

I

A-
1
一

1
0

年
前
後
の
ア
メ
リ
ヵ
！

1

於
け
る
勞
働
階
級
の
政
治
趣
勋

 

第
九
號 

五
六

る
に
之
に
對

す
-る
'反

_
.
論

は| 

.八

三
ニ
年

ボ
ストンの造船

±
:

が
，..十
.時
間
勞
働
を
嬰
求
せ
ふ 

ス
ト
ラ
ィ
キ
常
時
.の

言
說
.の內

'に
よ
き
事
例
を

'見
：出す
の
で
あ
る
。
之
に
よ
れ
ば
勞
働
漭
が 

朝
タ
に
問

16
を
有
す
れ
：ば
念
惰
安
逸
に

.耽
る
は
個
人
に
ビ
り
て
も
祉
會
に
ヾ

」

P

て
も
一
大
損 

失
：で：あ
る

X
主

張

.，し
一
てゐ
る
。
然
し
セ

1

ス
ふ

ー

タ

ーQ

見

.る

.處
■に
#

へ
ば
十
時
間
勞
働
に 

對
す
る
反

.對
の
眞
因
は
、二
ュ

!

ィ
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
ェ
場
主
が
ェ
場
勞
働
者
の
問
に
斯
る
要
求 

の
傅
播
浸
潤
す
る
を
惧
れ
た
こ
ど
に
在
る
ど
云
ふ
。

一一ュ！

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ア
メ
リ
ヵ
に 

於
け
る
繊
維
ェ
：業
地
：方
で
あ
る
こ
士
に
想
到
し
、又
ェ
場
主
の
勢
力
の
强
大
な
り
し
に
想
到
す 

れ
は
ル

I
タ
1

の
說
も
又
首
肯
し
得
ら
れ
る
處
で
あ

る。

(
oom

mo
ns, 

pp. 

3
2
4— 3

2
5)

三、

政
治
運
動
の
結
果 

ァ
メ
リ
力
に
於
け
，る
勞
働
政
黨
は
何
れ
も
次
の
諸
原
因
の
何
れ
か
に
よ
つ
て
失
敗
に
終
つ 

た
ノ
即
ち

*

業
沈
衰
よ
り
繁
榮
に
推
移
す
る
こ
ど
、之
に
よ
り
て
勞
«
恶
は
政
治
よ
り
勞
働
鈕 

合
迦
動
に

M

開
す

:る
*
':
:
目
的

b

合
致
せ
ざ

る

が
爲
に
內
部
の
礫
軋
を
生
す
る

H
i
。

脒
成
政
黨 

の
職
業
政
治
家
の

.S
に'惹
迤
さ
れ
る
內
部
の
礫
軋
、職
業
政
治
家
は
新
政
鐵
を
自
己
の
勢
力
の 

下
に
置
か
ん
が
爲
に

®

ぐ
は
其
一
大
勢
力

V
J

な
ら
ざ
る
以
前
に
破
壞
せ
ん
が
爲

(■
:

勞
働
政
赘

,

に
潜
入
す
る
の
で
あ
る
？
适
等

0

諸
原
因
に

.
ょ
>

て
ァ
メ
：，グ
ヵ
に
於
け
る
公
民
の
物
遛
上
の 

和

#
:を：矿
保
せ
ん

^:
す
か
勞
働
階
級
の
最
初
の
努
力
は
破
壤
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
勢 

便
政

fe
の
短
命
な
る
活
動
も
其
效
粜
が
全
然
皆
無
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
。
與
破
壤
せ
ら
れ 

.

ナ

；
名

後

に

於

て

ハ

勞_働
政

;€
0

效

*

に
歸
す
ベ
き
、ま
は
微
ぐ
共
其
努
力
に
一
部
办
の
功
を
»
る
 

.
ベ

き

事

績

が

あ

る

。
：
其

第::
-
一
 

に
擧
ぐ
ベ
き
は
ゑ

£

校
卿
度
で
あ
る
。
公
立
學
校
即
ち
租
陇 

.に
ょ
ぅ

.
て
經
費
の
支
辨
せ
：

6

る 

>
:學
.校
.は
.
人
道
主
義
的

^

導
赉
に
ょ

P

て
fe
さ
れ
た
る
に
异 

*

し

て

賃

飯

勞

働

階

；級
へ
か
ら
一
起
つ

.
た
の
で
あ
る
。

例
之
*ベ
ン
シ
ル
ベ
ー
一
ァ
州
に
於
て
は
斯
る 

^
公

.4
學
校
制
皮

0

樹
立
：
{:
就
：て
次
の
ニ
個
の
重
要
な
事

.實
が
認

.
め：ら
れ
る
。
第
一
に
立
法
部 

は

公

立

學

校

を

設

立

す

ミ

云

ふ

直

接

，
の
：
訓

鱗

U

も

拘
' ら

ず

、
又

數

代

の

州

細0

が

勸

进

せ
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狗
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參
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れ
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鐵
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せ
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度
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又
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；憤
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ボ
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ょ
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ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、勞
働 

:
政
黨

.の
後
援
に
上
ぅ
ー
て

^

時
期
を
早
め
た
こ
士
は

.明
白
で
あ
る
。
次
に
職
工
留
置
權
の
問
題 

も
負
廣
に
よ
る
投
獄
：マ

」

同
じ
ぐ
缸
に
其
實
行
の
機
が
熟
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ら
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れ
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献
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す
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て
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な
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史
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す
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